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容
と
し
て
は
、
さ
い
た
ま
市
教

育
員
会
は
、
栄
養
教
諭
を
目
指

す
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
ー
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
授
業

で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
や
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク

ー
ル
で
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る

食
育
研
究
校
の
研
究
発
表
会
へ

の
短
期
大
学
学
生
の
参
加
を
計

画
し
て
い
る
。

ま
た
、
短
期
大
学
は
、
さ
い

た
ま
市
が
行
う
栄
養
教
諭
や
学

校
栄
養
職
員
・
栄
養
士
を
対
象

と
し
た
年
次
研
修
や
給
食
調
理

業
務
の
担
当
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
等
に
本
学
の
教
授
等
を

派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
学
習
や

学
校
教
育
の
充
実
に
係
る
事
業

と
し
て
、
親
子
料
理
教
室
等
も

計
画
し
、
学
生
が
主
体
と
な
っ

て
活
動
し
、
成
長
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
貢
献
の
機
会
を
、

文
部
科
学
省
が
行
う
平
成
25

年
度
「
成
長
分
野
等
に
お
け
る

中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略

的
推
進
事
業
」
に
国
際
学
院
埼

玉
短
期
大
学
が
申
請
し
た
産
学

官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
食
関
連

産
業
の
成
長
と
健
全
な
食
生
活

の
普
及
を
牽
引
す
る
中
核
的
専

門
人
材
の
育
成
」
及
び
職
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
寿
司
専
攻
コ
ー

ス
の
制
度
構
築
及
び
実
践
」
が

選
定
さ
れ
た
。
今
回
は
、
全
国

の
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
等
の
教
育
機
関
か
ら
１
０
７

件
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
84
件
の
取
組
み
（
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
・
20
件
、
職
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
64
件
）が
選
定
さ
れ
、

本
学
は
そ
の
中
の
２
件
で
選
定

さ
れ
た
。

未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の

望
ま
し
い
教
育
環
境
整
備
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
協
定
の
締
結
は
、
さ
い

た
ま
市
役
所
に
お
い
て
大
野
博

之
学
長
と
さ
い
た
ま
市
教
育
委

員
会
の
桐
淵
博
教
育
長
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
共
同
記

者
会
見
を
開
き
、そ
の
模
様
は
、

埼
玉
新
聞
や
テ
レ
ビ
埼
玉
で
報

道
さ
れ
た
。
具
体
的
な
連
携
内

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
で

は
、
平
成
25
年
６
月
４
日
に
さ

い
た
ま
市
教
育
委
員
会
と
「
さ

い
た
ま
教
育
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
協
定
」を
締
結
し
、短
期
大
学

と
さ
い
た
ま
市
が
相
互
に
連
携

協
力
し
て
実
践
的
な
研
究
及
び

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学

校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
、
栄

養
教
諭
養
成
の
充
実
、
栄
養
教

諭
の
資
質
・
能
力
の
向
上
及
び

開
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
間
を
顧
み
れ
ば
、
戦

後
の
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
を
迎
え
、
世
界
の
中
の
日
本

が
注
目
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

昭
和
38
年
に
、
埼
玉
県
知
事
公

認
の
「
大
宮
国
際
料
理
学
院
」、

昭
和
41
年
に「
富
士
服
装
学
院
」

を
開
校
し
、
そ
の
後
こ
の
２
校

を
発
展
的
に
解
消
し
、
調
理
師

免
許
・
栄
養
士
免
許
が
取
得
で

き
る
衛
生
部
門
の
学
校
、
並
び

に
幼
稚
園
教
諭
免
許
・
保
育
士

資
格
が
取
得
で
き
る
専
門
教
育

部
門
の
学
校
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
51
年
に
は
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
者
が
入

学
で
き
る
二
年
制
の
「
国
際
調

理
師
専
門
学
校
」
を
開
校
し
、

更
に
昭
和
58
年
に
「
国
際
学
院

埼
玉
短
期
大
学
」
を
開
学
、
昭

和
63
年
に
開
校
し
た
「
国
際
学

院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
」
を
平

成
10
年
に
「
国
際
学
院
高
等
学

校
」
と
し
て
新
た
に
開
校
し
、

平
成
14
年
か
ら
は
高
等
学
校
に

通
信
制
課
程
を
設
置
、
平
成
25

年
か
ら
は
中
高
一
貫
教
育
校
と

し
て
中
学
校
を
開
校
し
ま
し

た
。こ

の
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
５
校
と

教
育
提
携
、
姉
妹
校
提
携
の
締

結
に
至
り
、
中
学
校
高
等
学
校

は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定

さ
れ
て
積
極
的
に
国
際
交
流
を

発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
創
立
50
周
年
を
節
目
の

平
成
25
年
１
月
25
日
、
清
水

勇
人
市
長
を
お
迎
え
し
、「
さ

い
た
ま
市
の
強
み
、弱
み
と
は
、

ま
た
将
来
を
見
据
え
た
中
で
強

さ
を
伸
ば
し
・
弱
み
を
改
善
す

る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
本
学
幼

児
保
育
学
科
、
健
康
栄
養
学
科

の
学
生
、
１
、
２
年
生
８
名
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

学
生
か
ら
は
、
「
こ
の
会
に

参
加
す
る
に
あ
た
り
改
め
て
さ

い
た
ま
市
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
面
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
」、「
食
を
テ
ー
マ

に
お
い
し
い
も
の
の
あ
ふ
れ
る

街
づ
く
り
を
す
る
と
よ
い
の
で

は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が

こ
の
協
定
に
よ
り
拡
充
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
詳
細
は
８
面
）

述
べ
ら
れ
た
。

市
長
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
に
対
し
、
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト

が
述
べ
ら
れ
、
お
お
よ
そ
１
時

間
に
わ
た
る
意
見
交
換
会
を
終

了
し
た
。
い
ず
れ
の
学
生
も
自

分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
中

身
の
濃
い
会
と
な
っ
た
。

年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
、
前
進
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。（

詳
細
は
６
面
）

ス
タ
ー
ト
と
し
、
教
職
員
一
同

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
努
力
を
積

み
重
ね
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

指
導
の
も
と
、
創
立
１
０
０
周

世
界
の
人
々
と
共
に
力
を
合

わ
せ
て
、
地
球
的
規
模
の
課
題

解
決
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
が
、
国
際
学
院

中
学
校
の
教
育
目
標
だ
。
「
勤

勉
性
を
備
え
た
、
知
的
に
正
直

な
青
年
」
で
あ
れ
の
校
長
の
言

葉
通
り
、
様
々
な
体
験
学
習
に

挑
戦
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
加
盟
校
と
し
て
諸
外
国
と
の

交
流
活
動
（
台
湾
中
高
生
・
高

校
の
留
学
生
・
マ
レ
ー
シ
ア
、

韓
国
の
方
等
）、
大
学
出
前
講

座
（
英
会
話
・
科
学
実
験
の
受

講
）、
地
域
生
涯
学
習
開
放
講

座
（
小
学
生
対
象
「
理
科
実
験

講
習
会
」）
等
で
あ
る
。
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
が
夢
の
実
現
に

向
け
、
生
き
て
働
く
力
を
身
に

付
け
る
た
め
頑
張
っ
て
い
る
。

体
験
授
業
で
韓
国
の
民
族
楽
器

の
演
奏
に
挑
戦

こ
の
事
業
は
、
産
業
・
社
会

構
造
の
変
化
や
グ
ロ
ー
ル
化
等

が
進
む
中
で
、
国
際
競
争
力
の

強
化
や
地
域
活
性
化
な
ど
我
が

国
経
済
社
会
の
一
層
の
発
展
を

期
す
た
め
に
、
経
済
再
生
の
先

導
役
と
な
る
産
業
分
野
等
の
雇

用
拡
大
や
人
材
移
動
を
円
滑
に

進
め
る
と
と
も
に
、
個
人
の
可

能
性
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
、
日

本
再
生
・
地
域
再
生
を
実
現
す

る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
等
の
教
育
機
関

と
産
業
界
が
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
医
療
・
福
祉
・
健
康
な

ど
の
成
長
分
野
等
に
お
い
て
、

中
核
的
役
割
を
果
た
す
専
門
人

材
養
成
の
取
組
み
を
先
導
す
る

産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

織
し
、
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

全
国
的
な
標
準
モ
デ
ル
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
等
を
開
発
・
実
証
し
、

社
会
人
、
学
生
・
生
徒
等
の
就

労
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
必
要

な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技

能
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
（
詳
細
は
８
面
）

田
菜
生
、
後
藤
な
つ
み
さ
ん
が

３
位
と
１
〜
３
位
を
占
め
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
目
に
採
用
さ
れ
て
か

ら
、
Ｕ
―
21
の
世
界
選
手
権
の

参
加
国
も
増
え
、
ジ
ュ
ニ
ア

（
高
校
、
中
学
）
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
も
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加
し

て
い
る
。
本
校
で
は
４
年
前
か

ら
取
り
組
み
、
２
度
全
国
大
会

に
出
場
を
果
た
し
た
。
武
石
さ

ん
・
横
井
さ
ん
ペ
ア
は
全
国
大

会
ベ
ス
ト
８
を
目
標
と
し
で
練

習
に
取
り
組
む
も
、
残
念
な
が

ら
あ
と
一
歩
で
目
標
を
果
た
す

事
は
出
来
な
か
っ
た
。し
か
し
、

両
名
共
来
年
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
上
位
進
出
を
狙
う
と
の
決

意
を
固
め
て
い
る
。

（
詳
細
は
10
面
）

平
成
25
年
７
月
13
日
、
越
谷

市
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ

た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
女
子
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
埼
玉
大
会
で
、
国
際

学
院
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
か
ら
３
チ
ー
ム
が
出
場

し
た
。
２
年
武
石
咲
さ
ん
・
横

井
文
寧
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝
、
１

年
山
崎
藍
夏
さ
ん
、
中
森
美
里

さ
ん
ペ
ア
が
準
優
勝
、
３
年
村

「
大
宮
」の
地
名

は
、
氷
川
神
社
を

「
大
い
な
る
宮
居
」

と
称
え
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
こ
の

社
は
、
須
佐
之
男

命
、
稲
田
姫
命
、

大
己
貴
命
を
祀
り
、
二
千
有
余

年
前
の
第
五
代
孝
昭
天
皇
の
時

代
に
創
設
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
現
在
、
氷
川
神
社
名
の

社
は
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
に

二
百
八
十
数
社
あ
り
、
大
宮
の

氷
川
神
社
は
、
そ
の
中
心
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
武
蔵
一
宮
」
と

呼
ば
れ
、
関
東
一
円
の
信
仰
を

集
め
て
い
る
。
▼
師
走
の
風
物

詩
に
こ
の
氷
川
神
社
の
大
湯
祭

（
酉
の
市
）
が
あ
る
。
中
山
道

か
ら
延
び
る
参
道
は
、
夕
方
に

な
る
と
賑
わ
い
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
、
千
を
超
え
る
露
店
の
裸
電

球
の
光
の
中
に
、
招
福
を
願
う

拍
手
と
掛
け
声
が
響
き
、
巷
の

喧
騒
と
別
世
界
を
創
出
す
る
。

▼
こ
の
祭
が
行
わ
れ
る
十
二
月

十
日
は
、
学
校
法
人
国
際
学
院

の
創
立
記
念
日
で
も
あ
る
。「
誠

実
、
研
鑽
、
慈
愛
、
信
頼
、
和

睦
」
の
建
学
の
精
神
と
「
礼
を

尽
く
し
、
場
を
清
め
、
時
を
守

る
」
の
教
育
方
針
の
も
と
に
半

世
紀
に
亘
り
「
人
づ
く
り
」
の

教
育
を
実
践
し
、
一
万
八
千
人

を
超
え
る
学
生
・
生
徒
を
社
会

に
送
り
出
し
て
き
た
。
▼
昭
和

二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
教
育

基
本
法
は
、
平
成
十
八
年
に
改

定
さ
れ
、
そ
の
前
文
に
、
「
公

共
の
精
神
を
尊
び
、
豊
か
な
人

間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
人
間

の
育
成
」
を
目
指
す
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
が
新
た
に
記
さ
れ

た
。
▼
継
続
は
力
な
り
。
本
日

の
創
立
記
念
日
を
新
た
な
起
点

と
し
て
、「
自
ら
学
び
他
者
の
幸

福
を
追
求
で
き
る
人
」、「
国
際

社
会
の
中
で
尊
敬
さ
れ
る
人
」

の
育
成
を
目
指
し
、
国
際
学
院

の
「
人
づ
く
り
教
育
」
の
さ
ら

な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。
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主なニュース
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
国
内
研
修
…
…
…
２
面

実
習
日
誌
（
健
康
栄
養
学
科
・
幼
児
保
育
学
科
）
…
２
面

寄
稿
…
…
…
…
…
…
３
〜
５
面

ご
あ
い
さ
つ
…
…
…
…
…
６
面

論
説
…
…
…
…
…
…
７
・
８
面

五
峯
祭
、
味
彩
コ
ン
テ
ス
ト
、
幼
児
絵
画
展
、
ほ
か
学
内
諸
活
動

…
９
面

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
進
学
合
宿
、
高
等
学
校
諸
活
動
…
…
…
10
面

敦　照

自
ら
の
世
界
を
広
げ
、
夢
を

実
現
す
る
「
中
学
校
の
取
組
」

百
周
年
に
向
け
新
た
な
一
歩

学
校
法
人
国
際
学
院
理
事
長
・
学
院
長

大
野
　
　
誠

「人づくり教育」の歴史 「人づくり教育」の歴史 「人づくり教育」の歴史 
学院創立50周年

こ
こ
に
、
国
際
学
院
創
立
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
関
係
各
位
を
は

じ
め
教
職
員
一
同
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ

り
厚
く
感
謝
し
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学

は
、
開
学
30
周
年
、
国
際
学
院

高
等
学
校
は
、
開
校
15
周
年
を

迎
え
、
平
成
25
年
か
ら
は
中
高

一
貫
教
育
校
と
し
て
中
学
校
を

さ
い
た
ま
教
育
教
育
コ
ラ
ボ 

レ
ー
シ
ョ
ン
協
定
締
結

協
定
締
結 

さ
い
た
ま
教
育
教
育
コ
ラ
ボ 

レ
ー
シ
ョ
ン
協
定
締
結

協
定
締
結 

さ
い
た
ま
教
育
コ
ラ
ボ 

レ
ー
シ
ョ
ン
協
定
締
結 

さ
い
た
ま
市
役
所
で
記
者
会
見

高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

表
彰
台
を
独
占

「食育」など実践的研究・活動を推進

共同記者会見の模様（中央左から大野
学長、桐淵教育長）

中
核
的
専
門
人
材
養
成
事
業
に
選
定

食
分
野
で
日
本
と
地
域
を
再
生

短
大
が
人
材
育
成
に
取
り
組
む

さ
い
た
ま
市
長
と
意
見
交
換
会

学
生
が
市
の
未
来
語
る

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

女
子
ジ
ュ
ニ
ア

特
集

学
院
創
立
50
周
年

50周年特集号



第56号 平成２５年１２月１０日 （2）国 　 際 　 学 　 院 　 新 　 聞50周年特集号

国
内
研
修
は
本
学
の
建
学
の

精
神
及
び
教
育
方
針
を
も
と

に
、
規
律
正
し
い
集
団
行
動
の

中
で
協
調
性
、
実
行
力
、
責
任

感
を
身
に
つ
け
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
態
度
や
心
構
え
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は

「
日
本
文
化
と
国
際
理
解
」
の

授
業
の
一
環
と
し
て
福
島
県
の

会
津
若
松
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

福
島
県
の
名
所
で
も
あ
る
鶴

ヶ
城
や
御
薬
園
で
は
文
化
や
伝

統
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
班

別
行
動
で
は
伝
統
工
芸
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で

も
教
え
て
下
さ
る
、
そ
ん
な
会

津
の
方
々
の
優
し
さ
に
感
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
国
内

研
修
を
通
し
て
様
々
な
体
験
を

し
た
こ
と
で
、
学
科
や
ク
ラ
ス

の
壁
を
越
え
て
思
い
出
に
残
る

研
修
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
津
で
学
ん
だ
「
文
化
・

伝
統
」
を
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
や
卒
業
後
の
進
路
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
浜
中
華
街
の
歴
史
〜
外
国

人
居
留
地
に
つ
い
て
〜
を
テ
ー

マ
に
事
前
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
横
浜
中
華
街
は
、
約
１
５

０
年
前
の
横
浜
開
港
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
当
時
は
外
国
人
居
留

地
が
存
在
し
て
お
り
、
現
在
と

の
違
い
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
研
修
に
臨
み

い
ま
し
た
が
、
勉
強
し
た
成
果

も
発
揮
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
々
と
楽
し
い
会
話
を
心
が

け
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
も
日
本
文
化
と
し
て
馴
染
み

の
あ
る
折
り
紙
を
し
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
幼
稚
園
視
察
で
は
子
ど
も

た
ち
と
手
遊
び
や
ダ
ン
ス
を
踊

り
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研

修
で
は
、
委
員
長
と
し
て
組
織

を
ま
と
め
る
大
変
さ
を
実
感
す

る
と
共
に
仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
終

え
て
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
幼

稚
園
視
察
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
家
庭
で
実
際
に
過
ご
し

な
が
ら
英
語
で
の
会
話
に
戸
惑

カ
ナ
ダ
研
修
は
、
幼
児
保
育

学
科
７
名
、
健
康
栄
養
学
科
４

名
の
計
11
名
で
12
日
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
ま
し
た
。

平
日
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
大
学
で
英
語
の
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
先
生
方
は
と
て
も

親
切
で
素
敵
な
方
々
で
、
授
業

は
も
ち
ろ
ん
全
て
英
語
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー

チ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
遊
び
な
が

ら
自
然
に
英
語
を
話
し
た
り
聞

い
た
り
で
き
る
環
境
で
、
日
々

英
語
力
が
高
ま
る
の
が
実
感
で

き
ま
し
た
。

ま
た
休
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
様
々
な
場
所
に
出
か

け
、
美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な

が
ら
美
し
い
自
然
を
見
て
触
れ

て
、
毎
日
本
当
に
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
沢
山

の
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
た
し
た

時
は
、
涙
が
止
ま
ら
ず
と
て
も

辛
か
っ
た
で
す
。

英
語
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
心
優
し

い
方
々
と
の
交
流
は
、
私
達
の

感
性
や
考
え
方
を
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
も
っ
と
英
語
を
勉

強
し
て
、
も
う
一
度
カ
ナ
ダ
に

行
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

沢
山
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
・

経
験
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
色
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

私
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
の
間
、
栄
養
教
諭
の
教
育
実

習
を
中
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

教
育
実
習
で
は
、
実
際
の
現
場

で
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

や
、
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
深
い
こ
と
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
に
つ
い
て
研
究
授
業
を
行

っ
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
自

ま
し
た
。

研
修
当
日
は
、
横
浜
開
港
記

念
会
館
や
横
浜
開
港
資
料
館
で

調
査
を
行
い
、
横
浜
中
華
街
で

昼
食
を
堪
能
し
、
食
文
化
に
関

す
る
現
地
調
査
を
通
し
て
横
浜

中
華
街
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
り
あ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

外
国
事
情
及
び
横
浜
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
活
か

し
て
い
け
る
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
責
任
実

習
で
は
、
自
然
の
不
思
議
さ
や

化
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い

る
５
歳
児
ク
ラ
ス
様
子
を
見

て
、「
万
華
鏡
製
作
」
を
主
活

動
に
し
ま
し
た
。
万
華
鏡
の
中

に
入
れ
る
ビ
ー
ズ
や
カ
ラ
ー
セ

ロ
フ
ァ
ン
を
工
夫
し
て
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
を

作
り
上
げ
た
子
ど
も
た
ち
は
友

だ
ち
同
士
で
交
換
し
て
眺
め
る

こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、
ど
う
す

れ
ば
さ
ら
に
綺
麗
に
見
え
る
か

を
発
見
し
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。教

育
実
習
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
主
体
性
を
持
っ
て
楽

し
く
活
動
す
る
た
め
に
は
、
綿

密
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
者

と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
改
め

て
認
識
致
し
ま
し
た
。
今
後
も

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う

こ
と
の
で
き
る
愛
情
あ
ふ
れ
る

保
育
者
に
な
る
た
め
に
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

ら
５
歳
ま
で
、
全
て
の
ク
ラ
ス

を
年
齢
ご
と
に
実
習
さ
せ
て
頂

き
、
心
と
身
体
が
次
第
に
発
達

今
回
の
実
習
で
は
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
自
ら
の
課
題
と
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
０
歳
か

し
て
い
く
姿
を
実
際
に
感
じ
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
先
生
方

の
関
わ
り
方
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
、
各
年
齢
に
適
し
た
絵
本

を
事
前
に
準
備
し
、
導
入
か
ら

何
度
も
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
作
り
紙
芝
居
を
作
製

し
て
読
み
聞
か
せ
を
実
践
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
出
来

る
限
り
の
工
夫
を
試
み
ま
し

た
。２

週
間
と
い
う
短
い
時
間
で

私
が
実
習
で
お
世
話
に
な
っ

た
施
設
は
、
知
的
に
障
が
い
が

あ
る
方
が
利
用
さ
れ
る
宿
泊
施

設
で
し
た
。
同
施
設
で
は
利
用

者
の
方
に
適
し
た
支
援
の
も
と

で
社
会
復
帰
、
自
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
実
習
中
は
支
援
員

の
方
か
ら
様
々
な
説
明
が
あ

り
、
そ
の
内
容
を
全
て
覚
え
る

の
が
大
変
で
し
た
が
、
実
際
に

利
用
者
の
方
々
と
接
す
る
う
ち

に
知
的
障
が
い
の
こ
と
や
、
利

用
者
の
方
々
を
理
解
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
実
習
当
初
は
緊
張
も
あ
り

ま
し
た
が
、
１
日
の
流
れ
を
把

握
す
る
と
利
用
者
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

施
設
実
習
を
経
験
し
て
福
祉

の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

利
用
者
の
方
に
喜
ば
れ
る
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
職
員
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
卒
業
後

は
同
施
設
の
職
員
と
し
て
、
利

用
者
の
方
々
の
こ
と
を
一
番
に

考
え
て
働
け
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
で
す
。

し
た
が
、
遊
び
や
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

と
の
関
わ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

ら
し
い
、
子
ど
も
特
有
の
感
性

を
保
育
現
場
で
実
感
し
ま
し

た
。

に
頷
い
て
く
れ
た
り
驚
い
て
く

れ
る
反
応
が
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
学
び
き
れ
な
い
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
教

育
実
習
で
さ
ら
に
栄
養
教
諭
の

重
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

分
が
話
し
て
い
る
内
容
に
つ
い

て
生
徒
が
き
ち
ん
と
理
解
を
し

て
い
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
積

極
的
に
質
問
を
し
て
き
た
り
、

何
よ
り
も
前
を
向
い
て
私
の
話

当
ク
ラ
ス
や
家
庭
科
の
授
業
参

観
や
、
給
食
時
間
に
お
け
る
配

膳
及
び
食
育
の
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

食
に
関
す
る
指
導
を
通
し

て
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い

私
は
、
母
校
で
あ
る
加
須
市

立
騎
西
小
学
校
で
一
週
間
の
教

育
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
担
当
学
年
は
５
年
生
で
、

大
半
の
時
間
を
一
緒
に
生
活
し

ま
し
た
。
実
習
期
間
中
は
、
担

く
難
し
さ
を
痛
感
し
た
と
同
時

に
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
授

業
を
行
う
こ
と
の
重
要
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
答
え
を
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
、
教

師
の
役
目
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
食
生
活
に
良
い
影
響
を
与
え

る
た
め
に
、
栄
養
教
諭
は
重
要

な
存
在
で
す
。
今
後
は
指
導
者

の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
日
々
勉
学
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
員
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
常
に
身
の
回
り
を
綺
麗
に

す
る
こ
と
、
手
際
よ
く
作
業
す

る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
終
え
て
、
自
分

の
包
丁
技
術
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
向
上
さ

せ
、
就
職
し
て
か
ら
も
役
立
て

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

今
回
の
校
外
実
習
で
は
仕
事
の

大
変
さ
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
ご
指
導
下
さ
っ
た
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

私
は
平
成
二
五
年
二
月
七
日

〜
二
月
二
〇
日
の
期
間
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
、
西
洋
料
理
の

厨
房
で
校
外
実
習
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

バ
イ
キ
ン
グ
の
準
備
や
片
づ

け
、
提
供
さ
れ
る
料
理
の
仕
込

み
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
客
様
の
前
に
出
る
と

き
に
は
、
た
と
え
実
習
生
で
も

総　　合

オーストラリア研修を終えて

カ
ナ
ダ
研
修
を
終
え
て

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
感
動
し
た
12
日
間

カ
ナ
ダ
研
修
実
行
委
員
長

国
内
研
修
を
終
え
て

会
津
の
方
々
の
優
し
さ
に
感
動

国
内
研
修
実
行
委
員
長

異文化体験から学ぶ 異文化体験から学ぶ 

専
攻
科
「
外
国
事
情
を
通
じ
て
」

専
攻
科
研
修
実
行
委
員
長

（
専
攻
科
健
康
栄
養
専
攻
２
年
）

私
は
一
・
二
年
次
と
同
じ
幼

稚
園
で
教
育
実
習
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
実
習
前
に
は
３
〜

５
歳
児
の
子
ど
も
の
発
達
に
合

わ
せ
て
絵
本
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。毎
日
、

担
任
の
先
生
と
ご
相
談
を
し
な

が
ら
積
極
的
に
弾
き
歌
い
や
紙

芝
居
・
製
作
な
ど
の
部
分
実
習

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く

の
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
大
変

楽しかったホストファミリーとのふれあい
オーストラリア研修実行委員長

栄
養
教
諭
の
教
育
実
習

中
学
校
で
の
貴
重
な
体
験

健
康
栄
養
学
科
　
栄
養
士
専
攻
２
年

小
学
校
で
の
教
育
実
習

新
た
な
課
題
発
見
で
充
実
の
一
週
間

健
康
栄
養
学
科
　
栄
養
士
専
攻
２
年

一
流
ホ
テ
ル
で
の
校
外
実
習

２
週
間
の
貴
重
な
経
験

健
康
栄
養
学
科
　
調
理
師
専
攻
２
年

実
習
か
ら
実
践
力
を
身
に
付
け
る

実
習
か
ら
実
践
力
を
身
に
付
け
る 

実
習
か
ら
実
践
力
を
身
に
付
け
る

実
習
か
ら
実
践
力
を
身
に
付
け
る 

実
習
か
ら
実
践
力
を
身
に
付
け
る 

実
習 

日
誌 

施
設
実
習
を
経
験
し
て

仕
事
に
や
り
が
い
感
じ
充
実
の
日
々

幼
児
保
育
学
科
２
年

幼
稚
園
実
習
を
経
験
し
て

綿
密
な
準
備
の
大
切
さ
を
実
感

幼
児
保
育
学
科
２
年

保
育
実
習
を
経
験
し
て

子
ど
も
の
感
性
を
実
感
し
た
２
週
間

幼
児
保
育
学
科
２
年
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祝 
学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
貴
学
院
は
、
昭
和
38
年

に
公
認
大
宮
国
際
料
理
学
院
を

開
設
さ
れ
、
「
誠
実
・
研
鑽
・

慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」
と
い
う

建
学
の
精
神
の
も
と
、
人
間
性

を
育
む
人
づ
く
り
教
育
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
は
国
際
学
院
埼

玉
短
期
大
学
を
開
校
し
、
幼
児

教
育
、
栄
養
、
調
理
と
い
う
分

野
の
「
専
門
力
」
と
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
の
「
人
間
力
」
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
、
埼
玉
を
支
え
る
人

材
を
数
多
く
輩
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
平
成
10
年
に
、
県
内

の
私
立
学
校
で
唯
一
の
総
合
学

科
を
有
す
る
国
際
学
院
高
等
学

校
を
開
校
し
、
生
徒
の
個
性
を

こ
の
た
び
学
校
法
人
国
際
学

院
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
貴
学
院
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
さ
い
た
ま
に
加
盟
さ
れ
、
本

市
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
の

発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昭
和
38
年
９
月
に
女
子
教
育

の
必
要
性
と
食
生
活
の
改
善
、

向
上
を
目
指
し
、
公
認
大
宮
国

際
料
理
学
院
を
開
設
さ
れ
て
以

来
、
こ
こ
に
め
で
た
く
50
周
年

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
以
来
、
「
誠
実
・
研
鑽

・
慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」
を
建

学
の
精
神
と
さ
れ
な
が
ら
、

「
礼
を
つ
く
し
、
場
を
清
め
、

時
を
守
る
」
と
い
う
教
育
方
針

を
柱
に
教
育
研
究
活
動
を
実
践

さ
れ
、
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大

学
、
国
際
学
院
高
等
学
校
、
国

際
学
院
中
学
校
を
擁
す
る
学
院

と
し
て
ご
発
展
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
偏
に
大
野
理
事
長
を
は

じ
め
、
教
職
員
の
皆
様
方
の
た

ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
の
賜
で
あ
り
、

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。さ

て
、
長
引
く
景
気
低
迷
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
、
少
子

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
実

施
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
平
成
22
年
に
は
県
内

の
高
校
で
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
加
盟
し
、
積
極
的
な

国
際
理
解
教
育
に
取
り
組
ま
れ

る
な
ど
、
そ
の
実
績
は
各
方
面

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
50
年
と

い
う
長
き
に
わ
た
り
歴
史
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
先
生
方

や
、
関
係
す
る
皆
様
の
教
育
に

対
す
る
熱
意
と
不
断
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
る
と
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

さ
ら
に
、
本
年
、
国
際
学
院

中
学
校
を
開
校
し
、
新
た
な
歴

史
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
な

ど
、
今
後
の
更
な
る
飛
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
日
本
は
今
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
社
会
の
大
き
な

変
化
に
対
応
し
て
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
に
は
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
創
造
力
の
豊
か
な

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
県
の
５
か
年
計

画
で
は
「
時
代
に
応
え
未
来
を

拓
く
人
材
育
成
」
を
県
政
運
営

の
重
要
な
政
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
、
明
日
を
担
う
人
材

の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

五
十
周
年
の
良
き
日
を
迎
え
ら

れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

国
際
学
院
は
、
女
子
教
育
の

必
要
性
と
食
生
活
の
改
善
向
上

と
い
う
理
想
の
下
、
昭
和
三
十

八
年
に「
大
宮
国
際
料
理
学
院
」

を
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る

と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。以
来
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
誠
実
・

研
鑽
・
慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」

に
基
づ
い
た
教
育
を
行
い
、
こ

れ
ま
で
に
一
万
八
千
人
を
超
え

る
卒
業
者
を
輩
出
さ
れ
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
間
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま

え
た
教
育
の
充
実
を
図
ら
れ
、

現
在
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

中
学
校
を
擁
す
る
学
園
と
し
て

発
展
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
野
誠
理
事
長
を
は
じ
め
、
歴

代
の
役
員
、
教
職
員
、
卒
業
生

並
び
に
関
係
の
皆
様
の
こ
れ
ま

で
の
た
ゆ
み
な
い
御
努
力
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

我
が
国
は
、
急
激
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
な
ど
の
社
会
の
急

激
な
変
化
や
、
東
日
本
大
震
災

及
び
そ
れ
に
続
く
各
地
で
の
自

然
災
害
、
ま
た
、
政
治
経
済
に

お
け
る
国
際
的
な
変
動
な
ど
、

国
内
外
に
わ
た
り
多
く
の
困
難

や
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

し
、
我
が
国
が
持
続
的
な
発
展

を
遂
げ
、
活
力
あ
る
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会

の
将
来
を
自
ら
切
り
開
き
、
創

造
で
き
る
人
材
の
育
成
が
必
要

で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
我
が
国

の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担
う

私
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
法

人
が
個
性
や
特
色
を
十
分
に
発

揮
し
な
が
ら
教
育
の
質
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
今
後
一
層
重
要

優
れ
た
人
材
育
成
に
期
待

私
学
の
個
性
を
十
分
に
発
揮

文
部
科
学
大
臣

下
村
　
博
文

不
断
の
熱
意
と
努
力
に
敬
意

明
日
の
埼
玉
担
う
人
材
育
成

埼
玉
県
知
事

上
田
　
清
司

学
力
と
人
間
力
伸
ば
す
教
育

「
専
門
力
」
で
圧
倒
的
就
職
率

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長

河
田
　
悌
一

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
養
成

各
種
講
座
開
催
で
地
域
交
流

伊
奈
町
長

野
川
　
和
好

「
健
康
都
市
づ
く
り
」
に
貢
献

「
食
育
」
の
役
割
に
期
待

さ
い
た
ま
市
長

清
水
　
勇
人

と
な
り
ま
す
。

国
際
学
院
に
お
か
れ
て
は
、

建
学
の
精
神
・
教
育
理
念
に
基

づ
き
、
「
教
養
あ
る
専
門
職
業

人
」
を
育
成
す
る
た
め
、
問
題

解
決
型
の
学
習
に
よ
り
、
問
題

発
見
・
解
決
能
力
、
論
理
的
思

考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
の
諸
能
力
や
人
間
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
取
組
な

ど
、
多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
と

も
に
、
高
等
学
校
が
平
和
や
国

際
的
な
連
携
を
実
践
す
る
学
校

と
し
て「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」

に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
に

対
応
し
た
新
た
な
取
組
も
積
極

的
に
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
建
学
の
精
神
を
礎

に
、
国
際
社
会
の
中
で
尊
敬
さ

れ
る
「
人
」
の
育
成
を
目
指
す

た
め
、
「
学
校
法
人
国
際
学
院

中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

設
置
校
の
教
育
機
能
強
化
を
図

る
た
め
の
取
組
な
ど
を
行
う
予

定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
こ
う
し
た
取
組
を

通
じ
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て

活
躍
し
、
我
が
国
の
こ
れ
か
ら

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た

人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
学
院
が
、
創
立
五
十
周

年
を
契
機
と
し
て
、
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
伝
統
と
実
績
の
上

に
、
役
員
、
教
職
員
並
び
に
関

係
の
皆
様
の
一
層
の
御
研
鑚
と

御
尽
力
に
よ
り
、
今
後
更
な
る

発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を

祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

高
齢
化
な
ど
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
刻
々
と
変
化
し
、
待
機

児
童
の
解
消
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出

等
の
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
す

る
中
、
こ
れ
ら
に
迅
速
か
つ
適

切
に
取
り
組
む
必
要
が
生
じ
て

い
ま
す
。
政
府
の
金
融
政
策
、

財
政
政
策
に
よ
り
、
株
価
の
上

昇
な
ど
、
日
本
経
済
に
明
る
い

兆
し
は
見
え
る
も
の
の
、
こ
れ

か
ら
の
５
年
、
10
年
は
、
さ
い

た
ま
市
の
将
来
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
時
期
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
私

は
、
さ
い
た
ま
市
が
、
住
ん
で

い
る
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
、
「
し
あ
わ
せ
実
感

都
市
　
選
ば
れ
る
都
市
」
と
な

っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、

５
つ
の
柱
を
基
本
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
中
の
重
要
な
柱
の
一

つ
と
し
て
、
誰
も
が
健
康
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
健
康
都

市
づ
く
り
」
の
実
現
を
掲
げ
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
で

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
の
面

か
ら
の
健
康
づ
く
り
な
ど
様
々

な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

「
食
」
は
、
私
た
ち
が
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
、
生
き

が
い
を
も
ち
な
が
ら
質
の
高
い

生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

人
間
の
心
と
体
を
育
て
、
さ
ら

に
は
、
人
を
集
め
、
賑
わ
い
を

創
出
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
「
食
」
の
力
を
鑑
み

れ
ば
、「
人
づ
く
り
」
の
理
念

の
も
と
、
栄
養
士
や
調
理
師
な

ど
を
養
成
さ
れ
て
い
る
貴
学
院

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
、
た
い
へ
ん
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
貴
学
院
を
始
め
と

し
た
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

さ
い
た
ま
加
盟
各
校
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
学

校
法
人
国
際
学
院
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
の
創
立

50
周
年
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
論
語
』
に
は
「
五
十
に
し

て
天
命
を
知
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

９
月
の
創
立
以
来
50
年
。
半
世

紀
の
光
陰
が
経
過
し
、
記
念
す

べ
き
「
知
命
」
の
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
・
学
院
長
の
大
野
誠

先
生
（
81
歳
）
、
副
院
長
の
敦

子
先
生
（
80
歳
）
は
、
開
学
以

来
た
だ
一
筋
、
「
誠
実
・
研
鑽

・
慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」
と
い

う
「
建
学
の
精
神
」
の
も
と
に
、

人
間
形
成
に
重
点
を
お
い
た

軈
人
づ
く
り
教
育
軋
に
力
を
注

い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

物
的
資
源
に
乏
し
い
我
が
国

に
お
い
て
、
社
会
、
経
済
、
政

治
、
文
化
の
発
展
を
支
え
て
い

る
の
は
、
ま
さ
し
く
人
材
す
な

わ
ち
人
間
力
で
あ
り
ま
す
。

古
人
が
「
国
家
百
年
の
計
は

軈
人
を
植
え
る
軋
教
育
に
あ

り
」
と
言
う
ご
と
く
、
日
本
の

未
来
を
担
う
立
派
な
若
者
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
責
務

で
あ
り
ま
す
。

「
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
」

は
、「
幼
児
保
育
学
科
」
、「
健

康
栄
養
学
科
」
の
２
学
科
を
設

置
。
保
育
と
栄
養
の
専
門
家
の

育
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

（
４
面
に
つ
づ
く
）

こ
の
た
び
、
国
際
学
院
が
創

立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
38
年
に
国
際
学
院
が
創

立
さ
れ
、
昭
和
63
年
４
月
、
緑

豊
か
な
伊
奈
町
に
国
際
学
院
伊

奈
高
等
専
修
学
校
が
開
学
さ
れ

ま
し
た
。
時
代
の
趨
勢
に
合
わ

せ
、
10
年
後
の
平
成
10
年
に
は

国
際
学
院
高
等
学
校
が
改
組
し

て
開
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
22
年
に
埼
玉
県
内
高
等
学

校
で
は
初
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
と
し
て
認
定
さ
れ
、
国
際
学

院
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
こ
の

４
月
の
中
学
校
開
校
に
よ
り
、

中
高
一
貫
教
育
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
一
層
深
み
の

あ
る
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
こ

と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
将

来
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
も

の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

大
野
理
事
長
様
を
は
じ
め
教

職
員
の
皆
様
に
は
、
５
つ
の
言

葉
「
誠
実
」「
研
鑽
」「
慈
愛
」

「
信
頼
」「
和
睦
」
の
建
学
の

精
神
を
柱
に
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
個
性
を
伸
ば
し
、
世
界
に
貢

献
で
き
る
健
全
有
為
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
学
業
の
み
な
ら
ず
、
部

活
動
に
お
か
れ
ま
し
て
も
全
国

大
会
等
で
輝
か
し
い
ご
活
躍
を

さ
れ
て
お
り
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
も
大
き
な
誇
り
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

伊
奈
町
で
は
町
の
将
来
像
を

「
自
然
と
調
和
し
た
、
ふ
れ
あ

い
・
安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま

ち
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
「
心
豊
か
な
人

と
文
化
を
育
む
」
を
掲
げ
、
教

育
・
文
化
に
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、

町
で
は
町
内
の
高
等
学
校
等
の

施
設
や
教
職
員
の
方
々
と
連
携

を
図
り
、各
種
講
座
を
開
催
し
、

住
民
へ
の
学
習
の
場
と
機
会
の

提
供
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
校
に

お
か
れ
ま
し
て
も
町
の
取
組
に

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
各
種
講

座
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら

し
、
専
門
性
を
活
か
し
た
充
実

の
内
容
の
事
業
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
す
る
方
々
に
は

大
変
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
地
域
と
学
校
と

の
交
流
や
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
50
周
年
を
節

目
と
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

伝
統
と
実
績
を
も
と
に
、
新
た

な
目
標
に
向
か
い
、
さ
ら
な
る

前
進
と
飛
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
国
際
学
院

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
県
内
高
校
生

の
約
３
割
が
私
立
高
校
に
在
籍

す
る
な
ど
、
私
立
学
校
は
本
県

の
公
教
育
の
中
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
埼
玉
県
で
は
私
立
学
校

が
県
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
で
き

る
よ
う
、
私
学
教
育
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ど
う
か
、
貴
学
院
に
お
か
れ

ま
し
て
も
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
輝
か
し
い
実
績
と

誇
り
を
胸
に
、
よ
り
一
層
の
熱

意
を
も
っ
て
明
日
の
埼
玉
を
担

う
子
供
た
ち
の
育
成
に
御
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

重
ね
て
、
学
校
法
人
国
際
学

院
の
創
立
50
周
年
を
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
更
な
る
御
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

貴
学
院
は
、
昭
和
38
年
９
月

に
公
認
大
宮
国
際
料
理
学
院
と

し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
建
学

の
精
神
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈

愛
・
信
頼
・
和
睦
」
の
も
と
、

質
の
高
い
教
育
内
容
で
、
豊
か

な
人
間
力
、
確
か
な
専
門
力
を

身
に
付
け
た
前
途
有
為
な
人
材

を
数
多
く
社
会
に
輩
出
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に

は
、
学
校
栄
養
職
員
あ
る
い
は

栄
養
教
諭
と
し
て
さ
い
た
ま
市

立
の
小
・
中
学
校
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
も
数
多
く
お
り
、
学

校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
半
世
紀
に
わ
た
り
、
学

校
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た

理
事
長
は
じ
め
、
教
職
員
や
保

護
者
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
対

し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き

な
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
朝
食

欠
食
や
栄
養
の
偏
り
、
食
の
海

外
へ
の
依
存
や
伝
統
的
な
食
文

化
継
承
の
危
機
な
ど
食
生
活
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
食
育
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
な
食

生
活
を
実
践
し
、
生
涯
に
わ
た

り
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
食
に
関
す
る
知
識

や
情
報
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
さ
い
た
ま
市
教

育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
を

「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
活
用

し
食
育
の
視
点
を
生
か
し
た
授

業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地

場
産
物
を
活
用
し
た
学
校
給
食

の
充
実
、
さ
ら
に
地
元
シ
ェ
フ

に
よ
る
学
校
給
食
や
学
校
や
近

隣
の
農
地
を
活
用
し
た
学
校
教

育
フ
ァ
ー
ム
の
実
施
な
ど
計
画

的
、
継
続
的
に
学
校
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
６
月
に
は
、
さ
ら
な
る

食
育
の
推
進
を
目
的
に
、
国
際

学
院
埼
玉
短
期
大
学
と
「
教
育

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
協
定
」
を

締
結
し
、
実
践
的
な
研
究
や
活

動
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
市

の
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向

上
、
栄
養
教
諭
養
成
な
ど
、
学

校
に
お
け
る
食
育
が
大
き
く
前

進
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
連

携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
学
院
が
今
日
ま

で
築
か
れ
た
50
年
の
あ
ゆ
み
を

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し

て
、
今
後
と
も
、
輝
か
し
い
未

来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
教
育
と
研
究
の
殿
堂
と

な
り
、
ま
す
ま
す
躍
進
さ
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
合
わ
せ
て

大
野
誠
理
事
長
様
を
は
じ
め
教

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位

の
御
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
大
学
を
代
表
し
、
学
校

法
人
国
際
学
院
が
創
立
50
周
年
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

貴
学
院
と
の
教
育
提
携
を
通
し

て
、
私
た
ち
は
貴
学
院
が
栄
養
お
よ

び
教
育
分
野
、
特
に
栄
養
と
文
化
の

分
野
へ
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
貴
学

院
の
教
育
内
容
を
支
え
る
調
和
と
友

情
の
価
値
観
と
は
、
同
様
に
す
べ
て

の
卒
業
生
と
教
職
員
に
大
い
に
役
立

つ
、
根
本
的
な
価
値
観
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

貴
学
院
に
お
慶
び
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
将
来
の
調
和
的
・
生
産

的
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

敬

具

G
areth

D
enyer

副
学
部
長
（
国
際
部
）

学
校
法
人
国
際
学
院
が
、
こ

の
度
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
祝
申

し
上
げ
ま
す
。

50
年
前
と
い
う
と
、
昭
和
38

年
で
あ
り
ま
す
が
、
翌
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
首
都
高
速
道
路
の
開
通
や

東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
た
時

代
と
重
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
急
速
に
進
み
、
高
度
成
長
社

会
の
日
本
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
、
経
済
高
度
成
長
期
を
経
た

子
供
た
ち
が
、
国
際
学
院
の
校

風
に
あ
こ
が
れ
て
集
い
、
勉
学

れ
た
幾
多
の
有
為
な
人
材
は
、

地
元
埼
玉
の
幼
児
教
育
や
栄
養

士
、
調
理
師
界
は
も
と
よ
り
、

各
界
・
各
方
面
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
10
年
に
開
校
さ
れ
た
国
際
学

院
高
等
学
校
は
今
年
開
校
15
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
へ
の
加
盟
な
ど
国
際
理

解
教
育
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
陸
上
部
を
始
め

と
し
た
部
活
動
が
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
や
国
体
等
で
入
賞
を
果
た
す

な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今

年
４
月
に
国
際
学
院
中
学
校
が

開
校
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
際
学

院
高
等
学
校
と
の
６
年
間
を
通

し
た
一
貫
教
育
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た

取
組
が
一
層
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

現
在
、
我
が
国
の
社
会
状
況

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情

報
化
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、新
し
い
知
識
・
情
報

・
技
術
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領

域
で
飛
躍
的
に
重
要
性
を
増
す

「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
も
、
自

ら
の
力
で
人
生
を
切
り
拓
き
、

幸
福
な
生
涯
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
社
会
の
中
で
役
割
を
果

た
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
学
院
が
創
立
以
来
力
を
注

い
で
こ
ら
れ
た
「
人
づ
く
り
教

育
」、
そ
し
て
独
自
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
育
成
さ
れ
て

い
る
豊
か
な
人
間
性
と
確
か
な

専
門
性
を
備
え
た
人
材
は
、
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
の
先
行
き
不
透

明
な
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

県
で
は
、
「
生
き
る
力
と
絆

の
埼
玉
教
育
」
と
い
う
基
本
理

念
の
も
と
、
平
成
21
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
埼

玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画
「
生

き
る
力
と
絆
の
埼
玉
教
育
プ
ラ

ン
」
が
最
終
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。

（
３
面
か
ら
つ
づ
く
）

両
学
科
は
、時
代
と
と
も
に
、

教
育
や
食
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
一
貫

し
て
１
０
０
％
近
い
圧
倒
的
な

就
職
率
を
誇
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
こ
に
、
社
会
が
求
め
る

人
材
へ
と
成
長
し
た
学
生
、
そ

の
学
生
諸
君
の
も
つ
豊
か
な
人

間
力
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
る
専

門
力
が
、
見
事
に
結
実
し
て
い

る
証
拠
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。創

立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

本
年
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）

年
開
校
の
「
国
際
学
院
高
等
学

校
」
に
加
え
、
新
た
に
「
国
際

学
院
中
学
校
」
を
開
校
さ
れ
、

軈
中
高
一
貫
教
育
軋
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
学
校
現
場

で
お
こ
な
わ
れ
る
軈
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
軋
で
の
活
動
、
軈
持

続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
軋
な

ど
、
世
界
と
繋
が
り
、
世
界
と

学
ぶ
独
自
の
教
育
環
境
の
も

と
、
全
人
的
な
発
展
を
遂
げ
る

重
要
な
時
期
を
６
年
間
、
２
０

０
０
日
と
い
う
期
間
を
か
け
て

学
力
と
人
間
力
を
伸
ば
し
て
い

く
取
り
組
み
は
、
い
つ
の
時
代

も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
建
学

の
精
神
」
を
具
現
化
し
た
一
貫

し
た
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
、
大
野
誠
先
生
、

博
之
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
貴

学
院
の
教
職
員
の
方
々
の
、
教

育
に
た
い
す
る
情
熱
と
努
力
の

賜
物
で
あ
る
、
と
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

現
在
、貴
学
院
の
副
理
事
長
、

学
長
、
校
長
を
三
位
一
体
で
担

っ
て
お
ら
れ
る
大
野
博
之
先
生

に
は
、
私
ど
も
私
学
事
業
団
の

「
専
門
家
人
材
バ
ン
ク
」
の

有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
専
門

的
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、

私
学
経
営
の
相
談
・
改
善
・
支

援
の
た
め
に
多
大
な
る
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
感
謝
の
意
を
捧
げ
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
私
学
事
業
団
は
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
日
本
の

教
育
を
支
え
る
私
立
学
校
の
た

め
、
ま
た
私
学
振
興
の
先
導
的

な
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な
る
努

力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

創
立
50
周
年
を
迎
え
、
新
た

な
歴
史
を
拓
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
国
際
学
院
。
貴
学

院
が
、
そ
の
個
性
と
特
色
を
最

大
限
に
生
か
し
、
地
域
社
会
と

日
本
、
さ
ら
に
世
界
に
貢
献
す

る
有
為
な
人
材
育
成
の
拠
点
と

し
て
、
今
後
よ
り
一
層
大
き
く

飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
の
さ
ら

な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

現
在
、
そ
の
検
証
を
進
め
る

と
と
も
に
平
成
26
年
度
か
ら
の

５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第

２
期
埼
玉
県
教
育
振
興
基
本
計

画
の
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
埼
玉
教
育
の

充
実
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
学
院
が
こ
れ
か

ら
も
「
誠
実
、
研
鑽
、
慈
愛
、

信
頼
、
和
睦
」
の
建
学
の
精
神
、

「
人
づ
く
り
」
の
教
育
理
念
の

も
と
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま

す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

特　　集

祝 
学
校
法
人
国
際
学
院
が
、
創

立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

貴
学
院
は
、
昭
和
38
年
の
大

宮
国
際
料
理
学
院
の
開
校
以

来
、
「
誠
実
、
研
鑽
、
慈
愛
、

信
頼
、
和
睦
」
を
建
学
の
精
神

と
し
て
、
一
貫
し
て
人
間
教
育

に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
昭
和
58
年
に
開
学
さ
れ
た

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
は
今

年
開
学
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
送
り
出
さ

一
貫
し
て
人
間
教
育
に
力

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

関
根
　
郁
夫

地
域
で
「
食
育
」
指
導
推
進

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長

稲
葉
　
康
久

地
域
の
教
育
充
実
支
援

伊
奈
町
教
育
委
員
会
教
育
長

坂
井
　
貞
雄Gareth Denyer 
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11 October 2013 

On behalf of the University of Sydney, I wish to convey my
congratulations to the Kokusai Gakuin College Foundation on the
occasion of their 50th anniversary.
Over the course of our association with the Foundation we have seen
the contribution that your staff and graduates make to the field of
nutrition and education, in particular nutrition and culture.  
The values of harmony and friendship that underpin the Foundation’s
programme are likewise fundamental values that stand all graduates
and staff in good stead. 
We congratulate the College Foundation and look forward to
harmonious and productive work with you in the future.

Yours sincerely 
Gareth Denyer 
Associate Dean (International Affairs) 

教育連携で相互理解深める
シドニー大学副学部長（国際部）

Gareth Denyer

た
精
神
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の

糧
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
大
切

に
持
ち
続
け
て
い
く
も
の
と
思

い
ま
す
。

昭
和
63
年
に
は
国
際
学
院
伊

奈
高
等
専
修
学
校
を
創
立
し
、

平
成
15
年
に
高
等
学
校
、
そ
し

て
、今
年
度
の
平
成
25
年
に
は
、

伊
奈
町
内
初
の
私
立
中
学
校
を

開
校
し
、
中
高
一
貫
校
の
国
際

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
と
し

て
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、
敬
意
を
表

し
ま
す
。

国
際
学
院
の
特
質
を
生
か

し
、
町
立
の
小
・
中
学
校
と
の

連
携
と
共
存
の
も
と
、
互
い
に

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
食
育
を

は
じ
め
と
す
る
伊
奈
の
教
育
の

充
実
の
た
め
に
御
支
援
・
御
協

力
を
い
た
だ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
福
島
原
発
事
故
を
伴
っ
た

東
日
本
大
震
災
は
、今
な
お
、被

災
地
に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
地
域
や
学
校
関
係

者
の
こ
れ
ま
で
の
労
苦
は
、
想

像
に
余
り
あ
り
ま
す
が
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
の
大
切

さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る

私
た
ち
の
使
命
は
、
大
震
災
の

教
訓
が
風
化
し
な
い
よ
う
、
支

援
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
子

供
た
ち
に
善
意
と
協
力
の
精
神

を
養
い
、
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
青
年
た
ち
の
育
成
を
図

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
国
際
学

院
の
担
う
役
割
は
、多
大
で
あ

り
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、

知
識
基
盤
社
会
と
言
わ
れ
る
社

会
に
通
用
す
る
有
為
な
形
成
者

を
地
域
に
、
世
に
送
り
続
け
て

い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
１
つ
の
節
目
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
確
固
た
る
信
念
と

自
信
に
裏
付
け
ら
れ
た
御
功
績

を
踏
ま
え
、
今
後
も
伊
奈
の
地

に
お
い
て
、
よ
り
一
層
更
な
る

飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

に
勤
し
ん
で
き
た
歴
史
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

日
本
の
社
会
が
急
速
な
近
代

化
を
進
め
て
い
く
中
で
、
保
育

と
栄
養
の
専
門
家
の
育
成
を
目

指
し
、
一
貫
し
て
「
誠
実
・
研

鑽
・
慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」
の

建
学
の
精
神
を
重
ん
じ
、
独
自

の
文
化
と
伝
統
を
築
き
上
げ
、

そ
こ
に
息
づ
く
魂
は
、
校
訓
と

し
て
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
学

生
・
生
徒
た
ち
の
心
の
中
に
も

脈
々
と
流
れ
て
い
る
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

国
際
学
院
を
巣
立
っ
た
学
生

・
生
徒
た
ち
は
、
母
校
で
培
っ

50周年特集号
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祝 
学
校
法
人
国
際
学
院
の
創
立

50
周
年
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

創
立
以
来
、
学
院
の
発
展
と

学
生
・
生
徒
の
教
育
に
全
力
を

傾
注
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
理
事
長

・
学
院
長
の
大
野
誠
先
生
並
び

に
副
学
院
長
の
大
野
敦
子
先

生
、
副
理
事
長
で
短
期
大
学
長

・
中
学
校
高
等
学
校
長
の
大
野

博
之
先
生
を
は
じ
め
学
院
関
係

各
位
の
ご
努
力
と
ご
活
躍
に
深

い
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
昭
和
38
年
の

年
頭
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
が
、
大
野
誠
先
生
が
亡

父
松
永
東
の
も
と
に
学
校
の
創

立
に
つ
い
て
ご
相
談
に
み
え
ら

れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た

と
存
じ
ま
す
。

父
は
、
大
野
先
生
の
教
育
に

対
す
る
情
熱
、
確
固
た
る
信
念

に
感
銘
を
お
ぼ
え
、
故
大
野
伴

睦
先
生
と
も
相
談
し
て
、
国
際

的
な
飛
躍
を
願
い
、
学
校
の
名

称
を
「
国
際
」
と
命
名
し
、
請
わ

れ
る
ま
ま
に
喜
ん
で
顧
問
に
就

任
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
野
誠
先
生
が
人

生
訓
で
あ
る
「
誠
実
、
研
鑽
、
慈

愛
、
信
頼
、
和
睦
」
を
建
学
の

精
神
と
し
て
創
立
さ
れ
た
「
大

宮
国
際
料
理
学
院
」
は
、
発
展

の
途
を
た
ど
り
、
調
理
、
栄
養
、

保
育
の
専
門
職
業
人
の
養
成
教

育
と
中
等
・
高
等
教
育
を
実
践

し
、
今
日
、
「
国
際
学
院
埼
玉

短
期
大
学
」
「
国
際
学
院
中
学

校
高
等
学
校
」
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
に

邁
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

戦
後
の
日
本
の
教
育
は
、
昭

和
22
年
に
制
定
さ
れ
た
教
育
基

本
法
の
も
と
で
、
国
民
の
教
育

水
準
を
向
上
さ
せ
、
豊
か
な
経

済
社
会
や
安
心
な
生
活
を
実
現

す
る
原
動
力
と
な
る
な
ど
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
情

報
化
や
国
際
化
、
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
教
育
を

巡
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
平
成

18
年
に
は
、
改
正
教
育
基
本
法

が
公
布
さ
れ
、
そ
の
前
文
に
あ

る
よ
う
に
、
個
人
の
尊
厳
を
重

ん
じ
、真
理
と
正
義
を
希
求
し
、

公
共
の
精
神
を
学
び
、
豊
か
な

人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
人

間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も

に
、伝
統
を
継
承
し
、新
し
い
文

化
の
創
造
を
目
指
す
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
半
世
紀

に
お
よ
ぶ
国
際
学
院
の
「
人
づ

く
り
」
教
育
が
、
今
、
ま
さ
に
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
卒
業
生
が
社
会
の
各
分

野
で
立
派
な
活
躍
を
さ
れ
、
年

を
追
う
ご
と
に
そ
の
評
価
は
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

国
際
学
院
の
皆
様
の
さ
ら
な
る

情
熱
と
信
念
を
も
っ
て
国
際
学

院
の
発
展
と
有
為
な
人
材
を
社

会
に
多
く
輩
出
さ
れ
ま
す
こ
と

を
ご
期
待
い
た
す
次
第
で
す
。

私
も
微
力
な
が
ら
顧
問
と
し

て
力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
国
際
学
院

の
益
々
の
ご
隆
昌
と
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

（
元
大
蔵
・
文
部
大
臣
）

ッ
コ
ー
リ
ー
大
学
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
来
年
２
０
１
４
年
に

貴
学
を
招
待
し
、
共
に
お
祝
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
ま
だ
創
立
間
も
な

い
、
若
い
教
育
機
関
で
す
。
私

た
ち
の
友
好
関
係
、
そ
し
て
こ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
奉
仕

の
中
で
、
共
に
協
力
し
前
進
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Professor
S.B

ruce
D

ow
ton

副
理
事
長
・
学
長

２
０
１
３
年
10
月
28
日

学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
マ
ッ

コ
ー
リ
ー
大
学
は
、
過
去
50
年

間
の
貴
学
院
の
教
育
に
対
す
る

理
念
や
関
わ
り
に
つ
い
て
、
学

院
創
設
者
な
ら
び
に
指
導
者
の

方
々
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

私
た
ち
に
こ
の
大
き
な
偉
業
を

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大
学
は
貴
学

院
と
の
長
期
に
わ
た
る
友
好
関

係
を
尊
重
し
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
は
、
本
学
の
幼
児
教
育
学

部
と
貴
学
の
幼
児
保
育
学
科
が

24
年
間
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き

た
つ
な
が
り
を
通
し
て
、
貴
学

院
の
教
育
活
動
に
連
携
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

貴
学
院
と
本
学
は
共
に
社
会

へ
の
奉
仕
と
国
際
的
な
関
わ
り

に
強
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

教
職
員
と
学
生
の
間
で
共
有
さ

れ
た
知
識
と
経
験
は
私
た
ち
２

つ
の
教
育
機
関
、
そ
し
て
２
か

国
の
間
で
の
理
解
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
２
か
国
は
、

共
に
子
ど
も
た
ち
や
家
族
、
地

域
社
会
の
生
活
を
前
進
さ
せ
る

と
い
う
点
に
お
い
て
、
幼
児
教

育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
教
育
提
携
を
通
し

て
、
教
育
と
研
究
を
通
し
子
ど

も
た
ち
と
家
族
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
２
か
国

の
よ
り
よ
い
未
来
を
構
築
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
貴
学

院
の
教
職
員
と
学
生
が
マ
ッ
コ

ー
リ
ー
大
学
に
訪
れ
る
機
会
が

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
マ

有
為
な
人
材
を
多
く
輩
出

学
校
法
人
国
際
学
院
顧
問

松
永
　
　
光

国
際
理
解
の
推
進
お
よ
び
未
来

の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
以
来
、
バ
ン
ク

ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
と
貴

学
院
は
、
強
固
で
相
互
に
利
益

を
も
た
ら
す
関
係
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
数
年
間
に
わ
た
り
、

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
お
よ

び
高
等
学
校
よ
り
、
多
く
の
学

生
・
生
徒
が
本
学
を
訪
れ
、
英

語
学
習
や
文
化
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
は
彼
ら
の
よ
う
な
精
力
的

で
魅
力
的
な
若
者
が
持
つ
学
習

へ
の
熱
意
に
深
く
感
動
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り

多
く
の
学
生
・
生
徒
を
貴
学
か

ら
受
け
入
れ
る
こ
と
を
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
貴
学
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
の
理
念
実
現
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

学
校
法
人
国
際
学
院
が
創
立

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
我
々

ア
ー
チ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ニ
ー

中
等
学
校
は
、
こ
の
貴
重
な
機

会
を
祝
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
光
栄
に
、
ま
た
誇
り
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。
本
校
と
貴
学
院

は
、
相
互
へ
の
尊
敬
、
称
賛
、

そ
し
て
教
育
へ
の
ゆ
る
ぎ
な
い

信
念
に
基
づ
い
た
、
親
密
な
関

係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
我
々

は
生
徒
が
人
生
の
中
で
そ
の
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
彼
ら
の
才

能
と
能
力
を
地
域
社
会
と
世
界

へ
の
貢
献
の
た
め
に
用
い
る
よ

う
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
我
々
は
豊
か
な
文

化
交
流
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
交
流
が
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
貴
学
院
お
よ
び
そ

の
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Message from Mr. Jerome Francis,

Director of Student Services, and Acting Vice-Principal

Archbishop Carney Regional Secondary School

Port Coquitlam, British Columbia, Canada

Congratulations to the Kokusai Gakuin Educational Foundation
on its 50th Anniversary!  The community of Archbishop Carney
Regional Secondary School is honoured and proud to recognize
this most prestigious and rare occasion.  Together, our
organizations have fostered a close relationship, founded on
mutual respect, admiration and an unfailing dedication to
education.  We share a primary commitment to our students,
challenging them to excel in all virtuous aspects of life and to
encourage them to use their gifts and talents in service of the
community and the world.  We have enjoyed many wonderful and
enriching cultural visits with their community, and look forward
to future connections with them.  Our sincere congratulations to
the Foundation and its members, on this momentous occasion!

教育連携で子どもを支援
マッコーリー大学

副理事長・学長

Professor S. Bruce Dowton

国際学院生の熱意に感動
バンクーバーアイランド大学（州立）

学長・副理事長

Dr. Ralph Nilson

親密な交流さらに発展を
アーチビショップカーニー中等学校

学生サービス課長、副校長代理

Mr・ジェロム・フランシス

From Dr. Ralph Nilson, President and Vice-Chancellor,

Vancouver Island University, Canada 

Congratulations to the Kokusai Gakuin Educational Foundation on
its 50th Anniversary! Through its various activities and affiliation
with the UNESCO Associated Schools Project, the Foundation plays
a key role in the promotion of global understanding and the
development of future world leaders. Since 2006, Vancouver Island
University has enjoyed a strong and mutually beneficial relationship
with the Kokusai Gakuin Educational Foundation. Over the years,
many groups of students from the Junior College and the High
School have come to Vancouver Island University for short-term
English language and culture programs. We have appreciated the
enthusiasm for learning of these energetic and engaging young
people, and we look forward to welcoming many more Kokusai
students in the years to come!



昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）
９
月
　
国
際
学
院
創
立
　
公
認
大
宮
国
際
料
理
学
院
開
校

41
年
（
１
９
６
６
年
）
４
月

公
認
富
士
服
装
学
院
〔
和
裁
科
・
洋
裁
科
・
編
物
科
〕
開

校
（
昭
和
51
年
３
月
閉
校
）

43
年
（
１
９
６
８
年
）
10
月

国
際
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
大
宮
駅
前
大
一
ビ
ル
に
開

校

44
年
（
１
９
６
９
年
）
５
月

大
宮
国
際
料
理
学
院
を
現
在
地
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉

敷
町
）
に
移
転
、
校
名
を
国
際
栄
養
学
院
に
改
称

45
年
（
１
９
７
０
年
）
４
月
　
国
際
栄
養
学
院
に
調
理
師
養
成
課
程
を
設
置

46
年
（
１
９
７
１
年
）
12
月
　
学
校
法
人
国
際
学
院
設
立
認
可

48
年
（
１
９
７
３
年
）
４
月

大
宮
保
育
専
門
学
校
開
校
〔
幼
稚
園
教
員
養
成
科
設
置
〕

（
昭
和
59
年
３
月
閉
校
）

48
年
（
１
９
７
３
年
）
11
月
　
国
際
学
院
創
立
10
周
年
記
念
式
典
挙
行

49
年
（
１
９
７
４
年
）
４
月
　
大
宮
保
育
専
門
学
校
に
保
母
養
成
科
（
夜
間
部
）
設
置

50
年
（
１
９
７
５
年
）
４
月

大
宮
保
育
専
門
学
校
に
幼
稚
園
教
員
・
保
母
養
成
科
（
昼

間
部
）
設
置

51
年
（
１
９
７
６
年
）
３
月

国
際
栄
養
学
院
を
国
際
調
理
師
専
門
学
校
に
改
称
（
平
成

23
年
３
月
閉
校
）

52
年
（
１
９
７
７
年
）
４
月
　
国
際
栄
養
士
専
門
学
校
開
校
（
昭
和
59
年
３
月
閉
校
）

53
年
（
１
９
７
８
年
）
12
月
　
国
際
学
院
創
立
15
周
年
記
念
式
典
挙
行

54
年
（
１
９
７
９
年
）
３
月
　
大
宮
総
合
校
舎
落
成

58
年
（
１
９
８
３
年
）
３
月

国
際
調
理
師
専
門
学
校
新
校
舎
落
成
移
転
（
さ
い
た
ま
市

中
央
区
上
落
合
）

58
年
（
１
９
８
３
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
〔
幼
児
教
育
科
・
食
物
栄
養
科
〕

開
学

58
年
（
１
９
８
３
年
）
９
月
　
国
際
学
院
創
立
20
周
年
記
念
式
典
挙
行

60
年
（
１
９
８
５
年
）
３
月
　
岩
槻
総
合
グ
ラ
ン
ド
管
理
棟
落
成

60
年
（
１
９
８
５
年
）
４
月
　
大
学
会
館
落
成

61
年
（
１
９
８
６
年
）
３
月
　
短
期
大
学
２
号
館
（
図
書
館
）
落
成

63
年
（
１
９
８
８
年
）
４
月

国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
〔
食
品
流
通
工
学
科
・
国

際
情
報
経
営
科
・
社
会
体
育
科
〕
開
校
（
平
成
11
年
３
月

閉
校
）

63
年
（
１
９
８
８
年
）
７
月

国
際
学
院
創
立
25
周
年
・
国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校

開
校
記
念
式
典
挙
行

平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
８
月

国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
講
堂
兼
体
育
館
（
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
）
落
成

２
年
（
１
９
９
０
年
）
４
月

国
際
調
理
師
専
門
学
校
の
調
理
師
科
を
調
理
師
高
度
技
術

学
科
（
２
年
制
）
と
調
理
師
専
攻
学
科
（
１
年
制
）
に
改

め
る
。

２
年
（
１
９
９
０
年
）
４
月

国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
食
品
流
通
工
学
科
を
食
品

流
通
工
学
科
調
理
師
課
程
と
食
品
流
通
工
学
科
調
理
ビ
ジ

ネ
ス
課
程
に
改
め
る
。

２
年
（
１
９
９
０
年
）
４
月
　
国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
部
室
及
び
駐
輪
場
落
成

３
年
（
１
９
９
１
年
）
３
月
　
国
際
調
理
師
専
門
学
校
校
舎
落
成
並
び
に
移
転
（
さ
い
た

ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
）

４
年
（
１
９
９
２
年
）
４
月
　
国
際
学
院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
に
国
際
英
語
科
を
設
置

５
年
（
１
９
９
３
年
）
９
月
　
国
際
学
院
創
立
30
周
年
記
念
式
典
挙
行

５
年
（
１
９
９
３
年
）
９
月
　
日
本
文
化
研
修
館
（
敦
照
殿
）
落
成

７
年
（
１
９
９
５
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
に
専
攻
科
食
物
栄
養
専
攻
設
置

（
学
位
授
与
機
構
認
定
専
攻
科
）
修
業
年
限
２
年

８
年
（
１
９
９
６
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
に
専
攻
科
幼
児
教
育
専
攻
設
置

（
学
位
授
与
機
構
認
定
専
攻
科
）
修
業
年
限
２
年

10
年
（
１
９
９
８
年
）
３
月

日
本
文
化
研
修
館
（
敦
照
殿
）
に
「
五
葉
之
門
」
移
設

（
学
院
創
立
35
周
年
記
念
）

10
年
（
１
９
９
８
年
）
４
月
　
国
際
学
院
高
等
学
校
〔
全
日
制
課
程
、
総
合
学
科
〕
開
校

11
年
（
１
９
９
９
年
）
４
月
　
国
際
学
院
高
等
学
校
と
国
際
調
理
師
専
門
学
校
が
フ
ラ
ン

ス
国
立
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
調
理
技
術
専
門
ホ
テ
ル
学
校
と
姉

妹
校
提
携
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国
際
学
院
創
立
50
周
年
と
い

う
半
世
紀
に
亘
る
歴
史
は
、
決

し
て
順
風
満
帆
の
歩
み
で
は
な

く
、
恩
師
、
先
輩
、
友
人
、
関

係
各
界
の
方
々
、
地
域
の
方
々

の
お
導
き
の
も
と
、
今
日
に
至

り
、
こ
の
歴
史
の
中
で
本
学
の

「
人
づ
く
り
教
育
」
の
伝
統
が

醸
成
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

短
期
大
学
は
、
一
般
財
団
法

人
短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る

第
Ⅱ
期
の
第
三
者
評
価
の
結

果
、
平
成
24
年
度
「
適
格
」
認

定
を
受
け
、
高
等
学
校
は
、
平

成
22
年
度
に
高
等
学
校
と
し
て

は
埼
玉
県
内
初
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
、
①
地
球

規
模
の
問
題
に
対
す
る
国
連
シ

ス
テ
ム
の
理
解
、
②
人
権
、
民

主
主
義
の
理
解
と
促
進
、
③
異

文
化
理
解
、
④
環
境
教
育
の
４

つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
持
続
発
展

教
育
（E

ducation
for

Sustainable
D

evelopm
en

t
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。創

立
以
来
、
「
人
づ
く
り
教

育
」
の
大
切
さ
を
片
時
も
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
建
学
の
精
神
で

あ
る
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛
・

信
頼
・
和
睦
」
を
柱
に
頑
な
ま

で
に
こ
の
教
育
を
実
践
し
、
ま

た
、
「
礼
を
つ
く
し
、
場
を
清

め
、
時
を
守
る
」
の
教
育
方
針

を
礎
と
し
て
凡
事
徹
底
を
貫

き
、
揺
る
が
ぬ
信
念
と
し
て
参

り
ま
し
た
。少
子
高
齢
化
の
中
、

社
会
は
今
、
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
学
で
学
ん

だ
人
が
社
会
か
ら
高
い
評
価
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
短

期
大
学
に
お
い
て
は
、
専
門
職

業
人
と
し
て
の
専
門
知
識
や
技

術
に
加
え
、
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

「
尊
敬
さ
れ
る
人
」
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

中
学
校
高
等
学
校
に
お
い
て

は
、
人
格
形
成
と
学
力
保
証
を

基
本
に
、
社
会
に
お
い
て
「
尊

敬
さ
れ
る
人
」
の
育
成
を
目
指

し
た
人
づ
く
り
に
邁
進
し
、
優

れ
た
温
味
の
あ
る
卒
業
生
を
世

に
送
り
出
せ
る
学
院
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
行
く
所
存
で
す
。

国
際
学
院
創
立
50
周
年
の
記

念
す
べ
き
日
を
在
学
生
・
在
校

生
と
と
も
に
迎
え
、
教
職
員
一

同
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
際
学
院
埼

玉
短
期
大
学
は
開
学
30
周
年
、

国
際
学
院
高
等
学
校
は
開
校
15

周
年
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
学
院

全
体
で
１
万
８
０
０
０
有
余
の

卒
業
生
を
送
り
だ
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
本
学
院

の
教
育
に
対
す
る
皆
様
方
の
ご

理
解
ご
支
援
の
賜
物
と
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
、

生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
経

済
規
模
の
縮
小
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
、
そ
し
て
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
多
く
の

課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
知
恵

を
出
し
合
い
創
意
工
夫
し
協
働

す
る
社
会
の
創
造
や
安
心
し
て

健
康
に
生
活
で
き
る
福
祉
の
確

立
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
礎
は

教
育
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸
国
の
大
学
進
学

率
平
均
62
％
に
対
し
、
日
本
は

51
％
と
若
者
全
員
が
高
等
教
育

を
受
け
る
機
会
を
得
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て

の
人
が
等
し
く
高
等
教
育
を
享

受
し
、
一
生
涯
学
び
続
け
る
社

会
を
築
く
こ
と
は
私
た
ち
の
豊

か
な
生
活
に
、
ひ
い
て
は
次
代

を
担
う
子
ど
も
達
の
幸
せ
に
必

須
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
学
院
は
、
創
立
50
周
年
を

契
機
に
次
の
半
世
紀
に
向
け
、

自
ら
学
び
他
者
の
幸
福
を
追
求

で
き
る
人
材
養
成
の
た
め
、
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
、「
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
」「
国
際
理
解
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
の
３
分
野
の
教
育

機
能
強
化
を
教
職
員
一
丸
と
な

っ
て
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

世
界
中
の
人
々
と
交
流
し
、

国
際
化
・
高
度
情
報
化
社
会
の

中
で
広
く
活
躍
で
き
る
真
の
教

養
を
身
に
付
け
た
「
人
づ
く
り

教
育
」
に
専
心
い
た
し
ま
す
の

で
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

特　　集

「
尊
敬
さ
れ
る
人
」
育
成
目
指
す

学
校
法
人
国
際
学
院理

事
長
・
学
院
長

大
野
　
　
誠

「
人
づ
く
り
教
育
」
に
専
心

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
・
国
際
学
院
中
学
校
高
等
学
校

学
長
・
校
長

大
野
　
博
之

学
校
法
人
国
際
学
院
理
事
長
・
学
院
長

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
名
誉
学
長

昭
和
７
年
栃
木
県
に
生
ま
れ
る
。
日
本
大
学

農
獣
医
学
部
獣
医
学
科
卒
業
。

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
勤
務
な
ど
を
経
て
、
昭

和
38
年
に
公
認
大
宮
国
際
料
理
学
院
を
創
立
。

昭
和
46
年
に
学
校
法
人
国
際
学
院
設
立
認

可
。
昭
和
58
年
、
日
本
大
学
医
学
部
よ
り
医
学

博
士
号
取
得
。
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
の
初

代
学
長
（
平
成
20
年
に
名
誉
学
長
）、
国
際
学

院
高
等
学
校
の
初
代
校
長
。
平
成
15
年
、
社
会

福
祉
法
人
誠
心
会
の
理
事
長
（
あ
お
ぞ
ら
保
育

園
、
あ
お
ぞ
ら
西
保
育
園
、
ウ
ィ
ン
ク
ル
ム
保

育
園
）。

■
外
部
団
体
等
で
私
学
振
興
に
貢
献

埼
玉
県
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
、
埼
玉
県
私

立
学
校
審
議
会
委
員
、
さ
い
た
ま
市
民
大
学
運

営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
で
埼
玉
県
政
及
び
市

政
へ
の
貢
献
を
は
じ
め
と
し
て
、
社
団
法
人
全

国
調
理
師
養
成
施
設
協
会
会
長
や
日
本
私
立
短

期
大
学
協
会
副
会
長
、
関
東
私
立
短
期
大
学
協

会
会
長
、
埼
玉
県
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
、

全
私
学
連
合
私
学
予
算
委
員
会
委
員
の
要
職
を

歴
任
。

■
賞
罰

埼
玉
県
知
事
表
彰
、
専
修
学
校
教
育
功
労
者

表
彰
（
文
部
大
臣
表
彰
）、
厚
生
大
臣
表
彰
、

藍
綬
褒
章
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
部
省
か
らEN

SE
IGN

EM
EN

T
TECH

N
IQ

U
E

（
教
育
功
労

賞
）、
旭
日
中
綬
章
受
章
（
内
閣
総
理
大
臣
）、

短
期
大
学
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞
（
文
部
科
学

大
臣
）

■
著
書

『
敦
照
の
こ
こ
ろ
』『
親
の
仕
事
は
子
の
躾
』

『
子
供
に
大
切
な
こ
と
は
、「
食
卓
」
で
学
ば

せ
た
い
』『
夢
は
限
り
な
く
』

大
野
誠
先
生
の
略
歴

私学団体の要職を歴任…旭日中綬章受章など数々の受賞歴…『敦照のこころ』など著書多数

創
立
以
来
揺

創
立
以
来
揺
る
が
ぬ「
人
づ
く
り
教
育
教
育
」の
信
念
信
念 

創
立
以
来
揺

創
立
以
来
揺
る
が
ぬ「
人
づ
く
り
教
育
教
育
」の
信
念
信
念 

創
立
以
来
揺

創
立
以
来
揺
る
が
ぬ「
人
づ
く
り
教
育
教
育
」の
信
念
信
念 

創
立
以
来
揺
る
が
ぬ「
人
づ
く
り
教
育
」の
信
念 

新たな時代へ向けて飛躍を！ 新たな時代へ向けて飛躍を！ 

学
校
法
人
国
際
学
院
創

学
校
法
人
国
際
学
院
創
立
50
周
年
周
年
の
あ
ゆ
み 

学
校
法
人
国
際
学
院
創
立
50
周
年
の
あ
ゆ
み 

50周年特集号



（7） 平成２５年１２月１０日 第56号国 　 際 　 学 　 院 　 新 　 聞

13
年
（
２
０
０
１
年
）
７
月

伊
奈
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整
備
（
建
学
の
精
神
碑
、
正
門
、

総
合
グ
ラ
ン
ド
、
ロ
ー
タ
リ
ー
）

14
年
（
２
０
０
２
年
）
４
月

国
際
学
院
高
等
学
校
に
通
信
制
課
程
総
合
学
科（
広
域
制
）

設
置

15
年
（
２
０
０
３
年
）
５
月

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）
落
成

15
年
（
２
０
０
３
年
）
６
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
立
シ

ド
ニ
ー
大
学
、
州
立
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大
学
と
教
育
提
携

15
年
（
２
０
０
３
年
）
９
月

伊
奈
キ
ャ
ン
パ
ス
連
絡
橋
竣
工
（
本
館
と
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
）

15
年
（
２
０
０
３
年
）
10
月
　
国
際
学
院
創
立
40
周
年
記
念
式
典
挙
行

15
年
（
２
０
０
３
年
）
10
月
　
国
際
調
理
師
専
門
学
校
調
理
師
専
攻
学
科
二
部
課
程
設
置

16
年
（
２
０
０
４
年
）
３
月

国
際
学
院
高
等
学
校
の
「
問
題
発
見
・
解
決
能
力
を
育
成

す
る
課
題
研
究
」
が
文
部
科
学
省
の
教
育
改
革
推
進
モ
デ

ル
事
業
に
指
定

16
年
（
２
０
０
４
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
学
科
名
等
を
変
更
（
幼
児
教
育

科
を
幼
児
保
育
学
科
、
食
物
栄
養
科
を
健
康
栄
養
学
科
、

専
攻
科
幼
児
教
育
専
攻
を
専
攻
科
幼
児
保
育
専
攻
、
専
攻

科
食
物
栄
養
専
攻
を
専
攻
科
健
康
栄
養
専
攻
）

16
年
（
２
０
０
４
年
）
７
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
の
「
短
期
大
学
に
お
け
る
自
立

創
造
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
五
峯
祭
）
が
特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）
に
選
定

17
年
（
２
０
０
５
年
）
10
月

国
際
学
院
高
等
学
校
が
カ
ナ
ダ
の
ア
ー
チ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
カ

ー
ニ
ー
中
等
学
校
と
姉
妹
校
提
携

18
年
（
２
０
０
６
年
）
３
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
が
財
団
法
人
短
期
大
学
基
準
協

会
に
よ
る
第
三
者
評
価
で
適
格
認
定
を
受
け
る
。

18
年
（
２
０
０
６
年
）
10
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
が
カ
ナ
ダ
の
州
立
マ
ラ
ス
ピ
ナ

大
学
（
現
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
）
と
姉
妹

校
提
携

18
年
（
２
０
０
６
年
）
10
月

国
際
学
院
高
等
学
校
の
「
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
態

度
・
能
力
の
育
成
を
図
る
海
外
研
究
」
が
文
部
科
学
省
の

教
育
改
革
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

19
年
（
２
０
０
７
年
）
８
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
の
「
卒
業
研
究
に
よ
る
短
期
大

学
専
門
教
養
教
育
の
展
開
」
が
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）
に
選
定

20
年
（
２
０
０
８
年
）
９
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
の
「
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
に

よ
る
教
養
教
育
の
充
実
」
が
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
教
育
Ｇ
Ｐ
）
に
選
定

20
年
（
２
０
０
８
年
）
10
月

国
際
学
院
高
等
学
校
の
「
国
際
化
に
対
応
し
た
国
際
理
解

教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
の
語
学
研
修
」
が
文
部
科
学
省

の
教
育
改
革
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

20
年
（
２
０
０
８
年
）
12
月

国
際
学
院
創
立
45
周
年
記
念
式
典
挙
行

21
年
（
２
０
０
９
年
）
８
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
の
「
総
合
理
解
力
の
向
上
を
図

る
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
選
定

22
年
（
２
０
１
０
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
健
康
栄
養
学
科
内
に
専
攻
設
置

〔
栄
養
士
専
攻
・
調
理
師
専
攻
〕

22
年
（
２
０
１
０
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
に
調
理
師
別
科
設
置
（
修
業
年

限
１
年
）

22
年
（
２
０
１
０
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
専
攻
科
に
高
度
調
理
師
専
攻
設

置
（
修
業
年
限
１
年
）

22
年
（
２
０
１
０
年
）
４
月
　
国
際
学
院
高
等
学
校
大
宮
学
習
セ
ン
タ
ー
開
設

22
年
（
２
０
１
０
年
）
７
月

国
際
学
院
高
等
学
校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
・
加

盟

23
年
（
２
０
１
１
年
）
４
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
専
攻
科
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
専
攻

設
置
（
修
業
年
限
１
年
）

25
年
（
２
０
１
３
年
）
３
月

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
が
一
般
財
団
法
人
短
期
大
学
基

準
協
会
に
よ
る
第
Ⅱ
期
目
の
第
三
者
評
価
で
適
格
認
定
を

受
け
る
。

25
年
（
２
０
１
３
年
）
４
月
　
国
際
学
院
中
学
校
開
校

25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
　
国
際
学
院
創
立
50
周
年

国
際
学
院
創
立
50
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
学
ん
だ
学
び
舎
は
現
在

伊
奈
町
に
あ
る
国
際
学
院
高
等

学
校
の
前
身
で
あ
る
国
際
学
院

伊
奈
高
等
専
修
学
校
で
す
。
思

い
返
せ
ば
、
私
が
入
学
し
た
と

き
は
、
現
在
の
校
舎
が
真
新
し

い
新
校
舎
で
あ
り
、
開
校
１
年

目
で
歴
史
も
伝
統
も
な
く
、
土

台
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
、
私

を
は
じ
め
第
１
期
生
全
員
の
生

徒
が
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
か
、
仲
間
同
士
の
団
結
力

の
よ
う
な
絆
が
か
な
り
強
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
学
校
で
学
ん
だ

数
々
の
知
識
や
教
養
、
規
律
行

動
、
５
分
前
行
動
な
ど
は
、
現

在
の
私
の
生
活
に
も
今
な
お
生

き
続
け
、
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
、
国
際
学
院
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
国
際
学
院
が

新
た
な
歴
史
を
刻
む
と
と
も
に

発
展
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る

数
々
の
人
材
を
送
り
出
し
続

け
、
更
な
る
栄
光
と
繁
栄
に
繋

が
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

国
際
学
院
創
立
50
周
年
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

五
つ
の
建
学
の
精
神
の
も

と
、「
人
づ
く
り
」
に
力
を
注

い
で
い
た
だ
き
、
豊
か
な
人
間

学
院
創
立
五
十
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歳
月
は
流

れ
て
も
門
か
ら
見
え
る
懐
か
し

い
風
景
と
学
舎
は
、
い
つ
も
温

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

昨
年
よ
り
新
た
な
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
同
窓
会
と
学
友
会

が
一
緒
に
『
五
峯
祭
』
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

世
代
を
こ
え
た
卒
業
生
た
ち
と

在
校
生
に
よ
る
交
流
の
場
と
し

て
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
、
更
に

は
お
子
様
連
れ
で
来
場
し
た
方

々
の
為
の
触
れ
合
い
の
場
と
し

て
も
、
学
内
外
か
ら
喜
ば
し
い

声
や
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
い
つ
の
時
代
も
こ

性
を
活
か
し
豊
か
な
授
業
の
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

国
際
的
視
野
に
立
っ
て
行
動

で
き
る
人
づ
く
り
に
む
け
英
語

教
育
を
重
視
し
た
中
学
校
を
本

年
よ
り
開
校
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
と
し
て
充
実
を
図
る
高

校
。
自
立
創
造
力
の
あ
る
人
間

の
力
を
育
む
短
期
大
学
。

こ
れ
か
ら
激
し
く
変
る
で
あ

ろ
う
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
さ
れ
る
こ
の
学
院
に
大

き
な
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
学
院
だ
か
ら
出
来
る
事
に

着
目
し
、
日
々
進
化
し
て
い
る

の
が
国
際
学
院
で
す
。

学
院
の
素
晴
ら
し
き
未
来

と
、
同
窓
生
達
の
絆
が
永
遠
に

続
き
ま
す
よ
う
に
。

の
学
院
に
し
か
出
来
な
い
事
や

切
な
役
割
を
果
す
人
材
の
育
成

に
大
野
誠
理
事
長
を
中
心
に
50

年
の
歴
史
を
歩
み
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
学
園
は
、
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
、
伊
奈
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特

国
際
学
院
創
立
50
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
つ
の
建
学
の
精
神
を
踏
ま

え
、
人
間
の
生
る
源
、
保
育
・

幼
児
教
育
、
そ
し
て
食
の
文
化

と
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大

こ
の
度
、
学
校
法
人
国
際
学

院
が
、
創
立
50
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す

こ
と
を
、
皆
様
方
と
共
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
は
、
い
ち
早
く
「
人

づ
く
り
」
を
認
識
さ
れ
「
誠
実
」

「
慈
愛
」「
信
頼
」「
研
鑽
」「
和

睦
」
の
５
つ
の
建
学
の
精
神
に

則
り
50
年
と
い
う
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
学

生
の
育
成
に
努
め
、
多
く
の
卒

業
生
を
送
り
出
さ
れ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
私
も
そ
の
一
人
で
す

が
教
育
者
と
し
て
の
立
場
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
養
成

に
は
、
ま
ず
人
間
教
育
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
本
学
の
精
神

が
、
卒
業
生
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
学
校
法
人
国
際
学

院
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
後
輩
が

社
会
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

学
校
法
人
国
際
学
院
創
立
五

十
周
年
に
際
し
、
同
窓
会
を
代

表
し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
五
十
年
の
間
、
多
方
面

で
多
く
の
卒
業
生
が
輩
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
短
期
大
学
同
窓

会
で
は
、
人
間
形
成
に
お
け
る

重
要
な
幼
児
に
対
す
る
指
導

者
、
ま
た
人
間
の
生
命
に
関
わ

る
食
を
取
り
巻
く
調
理
・
栄
養

・
衛
生
等
の
実
践
・
指
導
者
が

社
会
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
基
本
は
人
間
教
育

に
発
し
て
い
ま
す
。
異
な
る
分

野
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
者

性
を
備
え
た
人
材
を
数
多
く
輩

出
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
先

生
方
の
ご
努
力
の
賜
物
と
思
い

ま
す
。

社
会
で
必
要
な
の
は
、
確
か

な
専
門
力
、
こ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
、
協
調
性
、
相
手
の
立
場
で

考
え
た
行
動
が
で
き
る
、
思
い

や
り
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
兼

ね
備
え
た
人
材
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
人
づ
く
り
教

育
」
の
も
と
、
社
会
が
求
め
る

人
材
を
育
成
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
望
み
ま
す
。
私
ど
も
、
中

学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
も
、

国
際
学
院
の
ま
す
ま
す
の
発
展

の
た
め
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

国
際
学
院
創
立
50
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
調
理
師

第
一
期
卒
業
生
と
し
て
誇
り
に

思
い
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
学
院
長
の
人
作
り
の

教
育
、
思
い
や
り
の
心
、
感
謝

の
気
持
、
そ
し
て
挨
拶
の
大
切

さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

特
に
実
感
し
た
事
は
学
院
に
訪

ね
た
時
に
、
生
徒
さ
ん
か
ら

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
私
よ
り
先

に
明
る
い
声
で
挨
拶
さ
れ
た
時

「
教
育
が
出
来
て
い
る
な
ぁ
」

と
思
い
ま
し
た
。
気
分
が
悪
い

時
、機
嫌
を
そ
こ
ね
て
い
る
時
、

不
機
嫌
な
こ
と
に
出
合
っ
た
時

で
も
、明
る
い
挨
拶
の
応
答
で
、

す
っ
か
り
気
分
が
一
新
さ
れ
る

効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生

徒
に
浸
透
し
た
挨
拶
、
す
ば
ら

し
い
学
院
だ
と
思
い
ま
し
た
。

50
年
の
歴
史
を
持
っ
た
学
院

を
大
切
に
し
つ
つ
我
が
母
校
の

益
々
の
発
展
を
信
じ
つ
つ
皆
々

様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
創
立
50
周
年
の
お
祝
い

と
い
た
し
ま
す
。

が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
理
事

長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、
役

員
の
方
々
や
教
職
員
の
皆
様
の

教
育
に
対
す
る
情
熱
と
不
断
の

努
力
の
賜
物
と
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
輝
か

し
い
良
き
伝
統
を
受
け
継
が
れ

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
教
育
の
推

進
力
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り

益
々
の
ご
発
展
を
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特　　集

国
際
的
視
野
で
人
づ
く
り

国
際
学
院

後
援
会
会
長
　
塗
師
祥
一
郎

世
代
超
え
「
五
峯
祭
」
で
交
流

国
際
学
院
短
期
大
学
同
窓
会

つ
く
し
会
会
長
　
中
村
　
治
美

地
域
の
期
待
に
応
え
る
卒
業
生

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
同
窓
会

あ
す
な
ろ
会
会
長
　
大
野
　
智
子

生
徒
に
浸
透
し
た
人
作
り
教
育

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
同
窓
会

け
や
き
会
会
長
　
新
野
　
忠
史

受
け
継
が
れ
る
「
人
間
教
育
」

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学

同
窓
会
会
長
　
福
森
　
　
啓

絆
強
か
っ
た
１
期
生

国
際
学
院
高
等
学
校

同
窓
会
会
長
　
小
国
　
　
諭

社
会
が
求
め
る
人
材
育
成

国
際
学
院
中
学
校
高
等
学
校

保
護
者
会
会
長
　
後
藤
み
ゆ
き

「
誠
実
誠
実
・
研
鑽
研
鑽
・
慈
愛
慈
愛
・
信
頼
信
頼
・
和
睦
和
睦
」
の
建
学
建
学
の
精
神
貫

精
神
貫
く
 

「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛
・
信
頼
・
和
睦
」
の
建
学
の
精
神
貫
く

50周年特集号



第56号 平成２５年１２月１０日 （8）国 　 際 　 学 　 院 　 新 　 聞

学
院
創
立
50
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
記
念
す

べ
き
節
目
の
年
に
学
友
会
会
長

と
い
う
大
き
な
役
職
に
就
か
せ

て
頂
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。私

は
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大

学
に
入
学
し
て
、
建
学
の
精
神

で
あ
る
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛

・
信
頼
・
和
睦
」
や
教
育
方
針

の
「
礼
を
つ
く
し
、
場
を
清
め
、

時
を
守
る
」
を
学
校
生
活
、
学

友
会
活
動
を
通
し
て
学
び
、
挨

拶
や
学
校
内
の
清
掃
、
10
分
前

行
動
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
行
う
大
切
さ
を
知

国
際
学
院
は
今
年
で
学
院
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
長
い
歴
史
の
中
で
、
私
が
在

籍
し
て
い
る
の
は
３
年
間
と
い

う
と
て
も
短
い
期
間
で
す
。
し

か
し
、
50
周
年
の
今
年
は
特
に

大
き
く
学
院
が
変
わ
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
新
し
く
中
学
校
が
開

校
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
生
徒

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
友
会
で
は
、
今
年
度
か
ら

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
や
子
ど
も

虐
待
防
止
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

運
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
慈
愛
の
心
を
持
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
を

会
と
し
て
は
初
め
て
中
学
校
と

の
合
同
で
の
体
育
祭
と
五
峯
祭

を
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
体
育
祭
で
は
中
学
生
を
含

め
各
ク
ラ
ス
が
団
結
し
て
優
勝

を
目
指
し
頑
張
り
ま
し
た
。
五

峯
祭
で
は
、
50
周
年
の
試
み
と

し
て
生
徒
会
が
企
画
し
、
大
規

模
な
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
先
生

信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
体

育
大
会
や
五
峯
祭
な
ど
の
行
事

で
ど
の
よ
う
に
協
力
す
れ
ば
、

よ
り
素
晴
ら
し
い
行
事
に
な
る

か
互
い
に
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が
仲

間
を
信
頼
し
な
け
れ
ば
、
頼
る

こ
と
も
で
き
ず
、
頼
ら
れ
る
こ

と
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
仲

間
同
士
、
お
互
い
信
頼
し
合
う

こ
と
で
、
大
変
だ
と
思
え
る
行

事
も
大
成
功
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

学
友
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

頂
い
た
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な

経
験
か
ら
、
全
学
生
の
代
表
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
で
責
任
感
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
際
学
院

で
の
学
生
生
活
は
、
残
り
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
学
友
会
を
今
以
上
に
よ
り
良

い
も
の
に
し
、
後
輩
達
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

方
と
生
徒
全
員
で
作
り
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
ク
ラ
ス
が
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
、
さ
ら
に
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
の
方
か
ら
の

投
票
も
受
け
盛
大
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
五
峯
祭
の
２
日
目

は
台
風
の
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
方
が
来

場
し
て
下
さ
り
、
生
徒
た
ち
が

活
気
に
溢
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
学
校
が
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
先
輩

方
が
築
き
あ
げ
て
き
た
伝
統
を

踏
ま
え
、
記
念
の
節
目
に
あ
た

り
、
心
新
た
に
「
今
何
を
す
べ

き
な
の
か
」「
何
が
で
き
る
の

か
」
を
問
い
直
し
、
あ
と
残
り

少
な
い
学
校
生
活
の
中
で
一
歩

は
、
医
療
・
福
祉
・
健
康
（
食

・
栄
養
）
の
分
野
の
産
学
官
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
食
関
連
産
業

中
核
的
専
門
人
材
養
成
事
業

と
し
て
選
定
さ
れ
た
国
際
学
院

埼
玉
短
期
大
学
の
取
り
組
み

ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

24
名
の
栄
養
士
や
学
校
栄
養
職

員
、
栄
養
教
諭
等
が
参
加
し
て

す
る
健
康
課
題
を
有
す
る
児
童

生
徒
へ
の
個
別
相
談
指
導
の
重

行
わ
れ
た
。
受
講
者
は
、
研
修

内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
業
務

要
性
の
理
解
と
実
践
的
指
導
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

本
年
度
、
短
期
大
学
と
さ
い

た
ま
市
と
の
間
で
締
結
し
た

「
教
育
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
協

定
」
に
基
づ
き
、
さ
い
た
ま
市

が
実
施
す
る
研
修
会
の
講
師
を

派
遣
し
た
り
、
食
育
教
室
等
を

開
催
し
て
い
る
。

研
修
会
は
、
８
月
２
日
に
さ

い
た
ま
市
立
教
育
研
究
所
に
お

い
て
短
期
大
学
の
秋
山
佳
代
講

師
が
「
新
規
採
用
学
校
栄
養
職

員
・
栄
養
士
研
修
」「
学
校
栄

養
職
員
・
栄
養
士
５
・
10
年
経

験
者
研
修
」「
新
規
採
用
栄
養

教
諭
研
修
」の
講
師
を
務
め
た
。

内
容
は
、「
個
別
的
相
談
指
導

の
進
め
方
」
と
題
し
、
食
に
関

を
照
ら
し
て
、
改
善
が
図
れ
る

よ
う
真
剣
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
。ま

た
、
８
月
６
日
に
は
、

「
人
づ
く
り
を
科
学
す
る
」
を

共
通
テ
ー
マ
と
す
る
短
期
大
学

の
公
開
講
座
の
一
つ
と
し
て

「
食
育
教
室
２
０
１
３
　
親
子

で
作
る
家
庭
の
味
」
を
開
催
し

た
。参

加
者
は
、
７
組
14
名
の

近
隣
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

で
、
本
講
座
の
募
集
に
あ
た
っ

て
は
、
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
、
短
期
大
学
近
隣

の
小
学
校
の
各
ク
ラ
ス
に
講
座

の
案
内
を
配
布
し
た
り
、
さ
い

た
ま
市
報
等
に
掲
載
し
て
募
集

を
行
っ
た
。
内
容
は
、
「
食
育

の
お
は
な
し
」
の
講
義
と
「
和

風
チ
キ
ン
南
蛮
と
手
作
り
豆

腐
」
の
調
理
実
習
で
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
食
へ
の
関

心
を
深
め
る
も
の
。

参
加
者
し
た
親
子
か
ら
は
、

「
豆
が
つ
か
め
て
よ
か
っ
た
」

「
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
お
箸
の

使
い
方
を
練
習
で
き
て
良
か
っ

た
」「
手
作
り
豆
腐
が
と
て
も

お
い
し
く
で
き
て
満
足
で
す
。

早
速
、
主
人
や
息
子
た
ち
に
も

作
っ
て
あ
げ
ま
す
」
「
来
年
も

参
加
し
た
い
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

の
成
長
と
健
全
な
食
生
活
の
普

及
を
牽
引
す
る
中
核
的
専
門
人

材
の
育
成
」
と
職
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
寿
司
専
攻
コ
ー
ス
の
制

度
構
築
及
び
実
践
」
の
２
件
で

あ
る
。本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

渋
川
祥
子
・
横
浜
国
立
大
学
名

誉
教
授
を
代
表
と
し
て
、
構
成

機
関
に
は
本
学
の
他
に
、
東
京

誠
心
調
理
師
専
門
学
校
、
名
古

屋
文
理
大
学
短
期
大
学
部
、
聖

徳
大
学
、
中
川
学
園
調
理
技
術

専
門
学
校
、
㈱
ア
ー
ル
デ
ィ
ー

シ
ー
や
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

日
本
ハ
ム
㈱
等
が
加
わ
り
、
本

事
業
を
連
携
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
、
日
本
食

や
日
本
特
有
の
食
材
を
広
く
世

界
に
普
及
さ
せ
る
た
め
の
人
材

養
成
と
国
民
の
健
全
で
豊
か
な

食
生
活
を
支
え
る
た
め
に
食
関

連
企
業
・
外
食
業
界
で
活
躍
す

る
人
材
の
養
成
を
目
的
に
食
関

連
産
業
の
動
向
を
総
括
的
に
捉

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
人
材
像
を
抽
出

す
る
こ
と
。さ
ら
に
、そ
れ
ら
の

人
材
の
持
つ
べ
き
資
質
や
そ
の

養
成
・
再
教
育
等
及
び
人
材
配

置
の
在
り
方
等
の
実
情
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
の
分
析
に
着
手
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
、
３
つ
の
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
・
評
価
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
第
１
職
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
本
学
が
選
定
さ
れ

た
「
寿
司
専
攻
コ
ー
ス
の
制
度

構
築
及
び
実
践
」
で
あ
り
、
第

２
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
日

本
食
材
を
活
か
し
た
料
理
の
制

度
構
築
と
実
践
検
証
」
で
東
京

誠
心
調
理
専
門
学
校
が
中
心
と

な
っ
て
実
施
し
、
さ
ら
に
第
３

職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
豊
か

な
食
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
提

案
と
構
築
」
で
名
古
屋
文
理
大

学
短
期
大
学
部
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
す
る
。

こ
の
中
の
本
学
が
中
心
と
な

っ
て
推
進
す
る
第
１
職
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
伝
統
的
な
職

人
教
育
に
依
存
し
て
い
た
寿
司

職
人
養
成
教
育
の
標
準
化
・
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る
こ
と
。
国

際
的
な
質
保
証
を
伴
う
教
育
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
段
位
制
度
）

を
構
築
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

も
各
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
も
、
本
年
度
の
活
動
報
告

書
を
作
成
し
、
３
月
に
、
東
京

・
大
手
町
の
会
場
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
本
事
業
の
成
果

を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

特　　集

祝 
学
院
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
本
年
、「
式
年
遷
宮
」
が

執
り
行
わ
れ
た
。
伊
勢
神
宮

が
20
年
に
一
度
、
内
宮
本
殿

を
真
新
し
い
も
の
に
す
っ
か

り
建
て
替
え
、
ご
祭
神
が
引

っ
越
す
儀
式
で
あ
る
。
持
統

天
皇
が
即
位
し
た
６
９
０
年

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
本
年

で
62
回
目
を
迎
え
た
。
戦
国

時
代
の
一
時
を
除
き
、
ほ
ぼ

１
３
０
０
年
間
、
連
続
し
て

き
た
格
例
で
あ
る
。
木
曾
に

あ
る
皇
室
の
御
料
林
か
ら
木

を
運
び
伊
勢
で
製
材
す
る
一

方
で
、
以
前
の
本
殿
は
す
っ

か
り
分
解
さ
れ
、
そ
の
木
材

は
他
の
神
社
の
資
材
と
し
て

全
国
各
地
へ
下
げ
渡
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
時
間
（
８
年

前
か
ら
始
ま
る
）
と
経
費

（
今
回
は
約
５
７
０
億
円
）

を
要
す
る
。
こ
れ
に
は
、
古

代
日
本
人
の
軈
文
化
伝
承
の

崇
高
な
精
神
軋
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
。
伊
勢
神
宮
の
独
自

な
建
築
様
式
を
一
分
の
違
い

な
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

は
、
当
然
そ
の
技
と
心
を
受

け
継
ぐ
人
を
継
続
的
に
育
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
洋

の
建
築
の
基
本
的
発
想
法

は
、
石
や
岩
を
多
用
し
て
建

造
物
を
後
世
に
残
そ
う
と
い

う
も
の
だ
が
、
そ
れ
故
か
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
や
パ
ル
テ
ノ
ン
神

殿
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
技
術

に
多
く
の
謎
が
秘
め
ら
れ
て

畏
敬
の
念
を
覚
え
る
。

他
方
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
と
就
業
構
造
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
っ
て
、
文
化
や

知
見
を
継
承
す
る
担
い
手
の

減
少
と
と
も
に
、
次
世
代
へ

の
「
知
の
継
承
」
が
、
分
野

を
問
わ
ず
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
内
閣
府
が
発
表

し
た
平
成
24
年
版
高
齢
社
会

白
書
に
よ
れ
ば
、
今
後
50
年

間
で
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

64
歳
の
全
人
口
比
率
）
が
半

減
す
る
と
い
う
試
算
も
あ

り
、
ま
た
15
歳
〜
29
歳
迄
の

若
手
と
30
歳
〜
65
歳
迄
の
中

高
年
の
労
働
者
比
率
が
、
２

０
１
０
年
で
１
対
10
と
い
う

実
態
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
熟

練
者
10
人
に
対
し
、
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
継
ぐ
べ
き

若
手
が
１
人
し
か
存
在
し
な

い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
傾
向

は
今
後
増
々
進
展
す
る
こ
と

が
確
実
で
あ
る
。
加
え
て
、

知
の
継
承
に
は
、
継
承
を
阻

害
す
る
幾
つ
か
の
要
因
が
存

在
し
、
そ
れ
に
対
す
る
複
合

的
な
取
り
組
み
が
急
務
と
さ

れ
る
。
一
般
に
、
知
の
継
承

は
、
経
験
を
積
め
ば
継
承
出

来
る
（
誰
で
も
教
え
れ
ば
習

得
で
き
る
）
、
或
い
は
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
仕
組
み
を
作

れ
ば
、
後
は
う
ま
く
い
く
と

い
っ
た
幾
つ
か
の
誤
解
が
存

在
す
る
。
実
際
、
教
導
す
る

側
が
懸
命
に
伝
え
よ
う
と
し

て
も
、
修
得
す
る
側
に
類
似

の
経
験
が
な
い
と
内
容
を
理

解
す
る
の
に
時
間
を
要
し
た

お
り
、
現
代
技
術
で
の
完
全

な
る
再
生
は
不
可
能
だ
と
い

う
。古
代
日
本
人
は
、文
化
を

単
に
残
す
と
い
っ
た
手
法
で

は
な
く
、軈
人
か
ら
人
へ
軋

と
伝
え
て
ゆ
く
知
恵
や
方
法

を
重
視
す
る
、
ま
さ
に
軈
温

故
知
新
軋
の
精
神
を
尊
ん

だ
。
伊
勢
神
宮
は
他
に
も
古

式
を
伝
承
し
て
お
り
、
神
に

備
え
る
供
物
も
自
給
自
足
で

賄
っ
て
い
る
。
米
や
野
菜
の

他
、
塩
や
海
産
物
ま
で
自
前

で
生
産
し
収
穫
し
て
い
る
。

稲
作
、
漁
労
文
化
か
ら
、
暮

ら
し
の
知
恵
、
建
築
工
匠
、

祭
儀
の
伝
統
に
亘
る
文
化
が

現
代
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
、

り
、
正
し
く
伝
わ
っ
た
か
ど

う
か
の
判
断
が
難
し
い
。
ま

た
、
継
承
に
必
要
な
情
報
は

個
人
毎
に
異
な
る
こ
と
か

ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た

だ
け
で
は
上
手
く
伝
わ
ら
な

い
。
真
に
継
承
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
、
知
の
継
承
を

単
な
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

伝
授
と
し
て
で
は
な
く
、
人

材
育
成
と
し
て
捉
え
る
必
要

が
あ
る
。

人
材
育
成
の
要
諦
は
古
今

東
西
、
数
多
の
教
え
が
あ
る

が
、
何
れ
も
「
人
」
の
心
の

在
り
方
や
行
為
に
纏
わ
る
こ

と
が
大
半
で
あ
る
。
人
は
、

歴
史
や
古
典
、
人
間
の
生
き

方
な
ど
を
学
び
、
真
実
を
見

抜
く
見
識
（
目
と
心
）
を
養

う
こ
と
に
よ
り
、
筋
の
通
っ

た
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
む

こ
と
が
出
来
る
。
我
々
は
歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
古
の
人
が
、
ど
の
よ
う

に
悩
み
苦
し
み
、
そ
し
て
立

ち
向
か
っ
て
い
っ
た
の
か
を

学
ぶ
事
が
で
き
る
し
、
良
心

に
基
づ
い
た
反
省
を
伴
う
こ

と
に
よ
っ
て
人
格
が
磨
か
れ

る
。知

の
伝
承
と
人
づ
く
り
に

携
わ
る
者
は
、
軈
温
故
知

新
軋
を
尊
び
、
知
を
継
承
し

て
い
く
者
が
自
身
の
軈
存
在

の
意
味
軋を
悟
り軈
使
命
感
軋

を
抱
く
よ
う
に
専
心
す
べ
き

で
あ
る
。
学
徒
の
心
に
火
を

付
け
る
た
め
に
も
、
素
晴
ら

し
い
人
生
の
礎
と
な
る
も
の

を
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学

学
長

大
野
博
之

論
　
説

学
院
創
立
50
周
年
に
寄
せ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
責
任
感
養
う

学
友
会
会
長

水
落
　
優
希
（
幼
児
保
育
学
科
２
年
）

伝
統
を
踏
ま
え
心
新
た
に
前
進

高
等
学
校
生
徒
会
会
長

神
田

春
花
（
食
物
調
理
コ
ー
ス
３
年
、
上
尾
市
立
南
中
学
校
卒
業
）

講師の手元を見る子どもたちの眼
差しは真剣そのもの

さいたま市と「教育コラボ」

研修会に講師を派遣
親子招き公開講座

寿
司
専
攻

コ
ー
ス

教
育
の
標
準
化
と
段
位
制
度
の
構
築

食
関
連
産
業
等
を
対
象
に
人
材

養
成
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

「
知
の
伝
承
」
へ
の
挑
戦

50周年特集号
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私
は
、
平
成
二
五
年
八
月
三

一
日
に
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大

学
で
開
催
さ
れ
た
、
埼
玉
県
産

の
黒
豚
・
野
菜
を
使
用
し
た

軈
ご
飯
に
合
う
彩
り
主
菜
料

理
軋
を
審
査
の
課
題
と
す
る
第

21
回
「
味
彩
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

あ
り
「
一
般
の
部
」
で
出
場
し

ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
こ
と
は
私
自
身
初
め
て
の

体
験
で
、
実
際
に
審
査
さ
れ
な

が
ら
の
調
理
は
と
て
も
緊
張
す

る
も
の
で
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

に
向
け
て
家
や
学
校
な
ど
で
材

料
の
切
り
方
、
味
付
け
調
理
時

間
の
配
分
な
ど
を
考
え
て
練
習

し
た
こ
と
も
あ
り
、
レ
シ
ピ
に

基
づ
い
た
調
理
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
、
三
〇
分
間
と
い
う
調
理

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了

し
短
い
と
感
じ
ま
し
た
。

審
査
が
終
わ
り
、
結
果
発
表

に
な
る
と
さ
ら
に
緊
張
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
学
長
賞
、
埼
玉

出
場
し
ま
し
た
。
本
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
地
域
社
会
や
一
般
家
庭

の
食
生
活
の
改
善
、
健
康
増
進

に
役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
五
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
毎
年
、
一
般
市
民
を

対
象
に
健
康
づ
く
り
に
有
用
な

献
立
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
本
コ
ン
テ

ス
ト
の
中
に
は
「
一
般
の
部
」

と
「
高
校
生
の
部
」
の
二
つ
が

県
知
事
賞
、さ
い
た
ま
市
長
賞
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
、
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

教
育
委
員
賞
の
ほ
か
各
種
の
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
な

か
で
、
私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま

放
送
局
長
賞
を
い
た
だ
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
み

て
、
改
め
て
地
産
地
消
の
重
要

性
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
食
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
に
対

す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。
私
は
、
来
春
か
ら
栄
養
士

と
し
て
保
育
園
勤
務
が
内
定
し

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
食
育

に
関
わ
る
業
務
を
通
し
て
、
健

康
や
知
産
地
消
を
考
え
た
献

立
、栄
養
調
理
が
出
来
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

族
の
方
や
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ

よ
う
な
絵
画
展
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵

は
、
ど
れ
も
思
い
浮
か
べ
た
こ

と
が
そ
の
ま
ま
画
用
紙
に
表
現

さ
れ
て
い
て
、
個
性
が
あ
り
、

子
ど
も
の
純
粋
な
気
持
ち
が
絵

に
表
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
発

想
力
、
想
像
力
、
世
界
観
に
感

第
28
回
を
迎
え
た
幼
児
絵
画

展
が
よ
り
良
い
展
覧
会
に
な
る

よ
う
、
先
生
方
と
学
生
委
員
が

協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

準
備
中
は
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
絵
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、

絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て

一
生
懸
命
に
絵
を
描
い
て
い
る

様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
展
示
さ
れ
た
絵
を
見

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
ご
家

銘
を
受
け
ま
し
た
。
五
峯
祭
当

日
は
絵
画
の
案
内
係
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
が
、
来
校
さ
れ
た

お
祖
母
さ
ん
か
ら
「
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
絵
を
見
て
、
久
し

ぶ
り
に
心
が
ほ
っ
こ
り
し
た
」

と
声
を
か
け
て
頂
き
、
子
ど
も

の
持
っ
て
い
る
力
は
凄
い
な
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

幼
児
絵
画
展
の
委
員
会
活
動
を

通
し
て
、
幼
児
保
育
学
科
の
先

生
方
や
他
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
深

く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
絵
画

展
を
よ
り
良
い
展
覧
会
に
す
る

と
い
う
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
１
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ

て
役
割
を
果
た
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
五
峯
祭
当
日
や
準
備
・
撤

収
も
ス
ム
ー
ズ
に
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
が
子
が
描
い
た
絵
を
見
つ

け
た
と
き
の
保
護
者
の
方
の
嬉

し
そ
う
な
顔
や
賞
状
を
手
に
し

た
と
き
の
嬉
し
い
け
ど
恥
ず
か

し
く
て
照
れ
て
い
る
子
ど
も
の

姿
を
見
て
い
る
と
、
私
た
ち
も

自
然
と
笑
顔
に
な
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。幼

児
絵
画
展
委
員

を
経
験
し
て
、
身
だ

し
な
み
や
時
間
厳
守

な
ど
の
意
識
が
高
ま

っ
た
の
と
同
時
に
、

多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
保
護
者
の

方
々
や
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
、
良
い

絵
画
展
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

学
院
創
立
50
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
に
学
生
五
峯
祭
委

員
長
と
い
う
大
役
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
、
様
々
な
経
験
を
通
し

て
多
く
の
こ
と
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
時
に
は
一
人
で

は
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
壁
に

突
き
当
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
副
委
員

長
を
は
じ
め
、
五
峯
祭
総
括
や

学
生
委
員
の
仲
間
、
そ
し
て
、

先
生
方
の
ご
指
導
・
ご
助
言
を

参
考
に
少
し
ず
つ
問
題
を
解
決

し
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
、
委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
た
中
で
、
常
日
頃
か
ら

学
院
長
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
・

確
認
」
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
場
に

峯
祭
を
開
催
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
開
会
式
で
は
、
幼
児
保
育

学
科
２
年
Ｄ
組
の
と
て
も
素
晴

ら
し
い
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま

り
、五
峯
祭
２
日
間
を
通
し
て
、

多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
来
場
頂

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
生
懸

命
に
準
備
し
て
き
た
学
生
も
ご

来
場
頂
い
た
お
客
さ
ま
も
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
五

峯
祭
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
本
学
の
伝
統
で
あ
る

五
峯
祭
の
素
晴
ら
し
さ
を
後
輩

に
引
き
継
ぎ
、
来
年
も
よ
り
良

い
五
峯
祭
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
ご

協
力
頂
い
た
多
く
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
の
仕

方
、
委
員
長
と
し
て
先
を
見
据

え
た
指
示
を
出
す
こ
と
の
難
し

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
変
だ
と
感
じ

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
頼
も
し
い
仲
間
の
協
力
も

あ
り
、
授
業
・
実
習
で
学
ん
だ

こ
と
の
成
果
を
発
揮
し
、
学
院

創
立
50
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
五

私
は
、
学
友
会
副
会
長
と
し

て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
人
前
に
出
て
話
を
し
た

り
、
指
示
を
出
す
こ
と
が
苦
手

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
友
会

の
活
動
は
と
て
も
苦
労
を
し
ま

し
た
が
、
執
行
役
員
や
先
生
方

と
協
力
し
て
こ
こ
ま
で
来
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
を
行
っ
て
い
く
う
え
で

仲
間
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
か
な
ど
は
話
し
合
い
、

計
画
を
立
て
、
作
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
先
輩
た
ち
が
行
っ
て
き

た
様
々
な
活
動
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
新
し
い
こ
と
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
を
こ

こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、

支
援
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
の

力
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。今

ま
で
の
先
輩
た
ち
が
行
っ

て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

呼
び
か
け
な
ど
を
継
続
し
つ

つ
、
今
年
度
は
新
た
に
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
や
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
運
動
、
ま
た
学
院
創
立
50

周
年
に
伴
い
記
念
品
を
作
成
し

配
布
し
ま
し
た
。
体
育
大
会
で

は
学
院
創
立
50
周
年
を
記
念

し
、
学
院
に
関
す
る
○
×
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
夏
祭

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
準
備
段

階
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
夏
祭
り
当
日

は
か
き
氷
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
な
ど
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し

て
く
れ
て
と
て
も
良
い
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

い
ま
振
り
返
る
と
、
仲
間
た

ち
や
周
り
の
方
々
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
の
活
動
が

で
き
た
の
だ
と
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。
学
院
は
創
立
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
更
に
良
い
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
残
り
の
期
間
も
責
任
を

持
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
輩
た
ち
が
行
っ
て
き
た
活

動
や
私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
活

動
を
、
し
っ
か
り
と
後
輩
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で

す
。

は
、
実
習
で
忙
し
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
を
見
つ

け
て
体
育
大
会
の
準
備
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
皆
で
協
力
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
一
つ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

事
前
準
備
の
段
階
で
は
、
体

育
大
会
総
括
委
員
全
員
で
協
力

し
な
が
ら
作
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
健
康
栄

養
・
幼
児
保
育
学
科
の
２
年
生

私
は
、
今
年
度
の
体
育
大
会

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
１
年
生
の
時
か
ら
体
育

大
会
総
括
委
員
と
し
て
大
会
の

た
め
の
準
備
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
振
り
返
る
と
当
時
の

２
年
生
か
ら
の
指
示
を
こ
な
し

て
い
る
だ
け
で
、
名
簿
の
作
成

な
ど
事
前
準
備
に
関
す
る
こ
と

や
当
日
の
各
係
の
動
き
に
つ
い

て
、
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
点

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

昨
年
度
の
先
輩
方
に
頼
り
き
り

に
な
っ
て
い
た
記
憶
が
強
く
残

っ
て
い
た
た
め
、
自
分
が
委
員

長
に
な
っ
た
時
、
き
ち
ん
と
体

一
つ
の
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
体
育
大
会
当
日
は

委
員
全
員
で
取
り
組
み
、
全
体

の
様
子
を
把
握
し
な
が
ら
運
営

す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
円
滑
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
い
体
育
大
会
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
体
育
大
会
委
員

長
を
経
験
し
て
、
組
織
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性

と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
留
意

点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
学
を
卒
業
し
た
後
も
、

今
回
の
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を

社
会
人
と
し
て
就
職
先
で
活
か

せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

育
大
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
１
年
生
た
ち
を
引
っ

張
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。で
す
が
、

体
育
大
会
が
終
わ
っ
た
今
、
当

日
ま
で
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
成
功
に
終
わ
っ
た
の

学友会活動を通じて

短期大学学友会副会長
中井　美歩

健康栄養学科栄養士専攻２年

学
生
五
峯
祭
委
員
長
　
執
行
な
る
美
（
幼
児
保
育
学
科
２
年
）

創
立
50
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に

多
く
を
経
験
し
学
び
感
動
！

多
く
を
経
験
し
学
び
感
動
！ 
多
く
を
経
験
し
学
び
感
動
！

多
く
を
経
験
し
学
び
感
動
！ 
多
く
を
経
験
し
学
び
感
動
！ 

「ご飯に合う彩り主菜料理」テーマ 「ご飯に合う彩り主菜料理」テーマ 
初出場で
緊張気味
の川辺さ
ん

地
産
地
消
の
重
要
性
再
認
識

健
康
栄
養
学
科
栄
養
士
専
攻
２
年

川
辺
　
麻
衣

学
生
相
互
の
協
力
実
を
結
ぶ

新
た
な
活
動
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
必
要
性
学
ぶ

体
育
大
会
学
生
委
員
長

海
老
原
尚
也
（
健
康
栄
養
学
科
栄
養
士
専
攻
２
年
）

平
成
25
年
度
体
育
大
会
を
終
え
て

感
動
の
絵
画
８
０
０
点

子
ど
も
の
発
想
力
・
想
像
力
・
世
界
観
に
感
銘

幼
児
絵
画
展
学
生
委
員
長
　
長
山
　
千
愛
（
幼
児
保
育
学
科
１
年
）

五
峯
祭
を
終
え
て

第
21
回
味
彩
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

第
28
回
幼
児
絵
画
展
を
終
え
て

力
作
が
並
ぶ
幼
児
絵

画
展
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高
校
訪
問
で
は
、
一
班
が
ソ
ー

ラ
ン
節
、
二
班
が
大
縄
跳
び
を

披
露
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最

後
の
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
」

で
は
涙
の
別
れ
が
見
ら
れ
た
。

語
学
研
修
コ
ー
ス
は
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
島
の
ナ
ナ
イ
モ
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
Ｖ
Ｉ

Ｕ
の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
、
授
業
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

だ
。
十
四
日
間
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
も
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

に
な
り
、
高
い
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

国
内
研
修
コ
ー
ス
は
、
福
島

と
も
に
、
規
律
正
し
い
集
団
行

動
か
ら
協
調
性
・
実
行
力
・
責

任
感
を
養
う
こ
と
を
一
般
目
標

（
Ｇ
Ｉ
Ｏ
）
と
し
、
授
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
。

海
外
研
修
コ
ー
ス
は
、
二
班

体
制
で
、
姉
妹
校
提
携
し
て
い

る
高
校
訪
問
、
二
泊
三
日
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
小
学
校
・
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・
シ
ニ
ア
ホ
ー

ム
へ
の
コ
ー
ス
別
訪
問
、
バ
ン

ク
ー
バ
ー
・
ビ
ク
ト
リ
ア
で
の

班
別
研
修
な
ど
を
経
験
し
た
。

第
二
学
年
の
海
外
研
究
は
、

本
校
の
建
学
の
精
神
及
び
教
育

方
針
を
基
に
、
異
文
化
体
験
を

通
じ
て
国
際
理
解
を
深
め
る
と

県
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル

ズ
で
二
泊
三
日
の
語
学
研
修
を

体
験
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師

に
よ
る
英
語
の
授
業
に
積
極
的

に
臨
み
、
実
り
の
多
い
研
修
と

な
っ
た
。
ま
た
、
座
禅
体
験
や

博
物
館
見
学
な
ど
を
通
し
て
日

本
文
化
の
再
発
見
を
し
た
。

三
コ
ー
ス
と
も
そ
れ
ぞ
れ
大

変
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

こ
の
成
果
は
、
英
字
新
聞
と
し

て
、
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
研
修
で
得
た
成
果
や
自

信
を
今
後
の
進
路
活
動
に
繋

げ
、
各
々
の
生
徒
が
来
年
度
の

進
路
結
果
に
結
び
付
け
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

夏
季
休
業
中
の
恒
例
行
事
で

あ
る
立
正
大
学
の
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
夏
季
進
学
合
宿
が
、

８
月
６
日
よ
り
８
月
９
日
ま
で

の
３
泊
４
日
の
日
程
で
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
合
宿
は
第
１
学
年

か
ら
第
３
学
年
ま
で
全
学
年
特

選
・
特
進
コ
ー
ス
の
生
徒
が
参

加
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
最
近

で
は
、
３
年
生
の
気
迫
に
負
け

ず
、
１
年
生
、
２
年
生
が
休
憩

時
間
に
積
極
的
に
参
考
書
を
開

い
て
勉
強
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

熊
谷
と
い
う
場
所
柄
も
あ
っ
て

か
、
「
熱
い
」
学
習
へ
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
例
年
以
上
の
成
果
を

上
げ
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。授
業
に
臨
む
真
剣
な
眼
、

自
習
時
間
に
ひ
た
す
ら
問
題
を

解
く
姿
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
学
力
の
向
上
を
目
指
す

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。毎
年
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
よ
き
伝
統

が
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
ど
の
生
徒
も
、
い
わ
ゆ
る

受
験
学
力
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
の
合
宿
は
、
進

学
実
績
向
上
の
牽
引
力
で
あ
る

よ
き
伝
統
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

来
年
度
の
生
徒
た
ち
へ
と
継
承

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

「
一
流
の
進
学
校
」
に
成
長

す
る
た
め
に
、
国
際
学
院
の
進

学
熱
は
ま
す
ま
す
温
度
を
上
昇

さ
せ
て
い
る
。

去
る
７
月
29
日
豺
〜
８
月

１
日
貅
の
３
泊
４
日
で
那
須

オ
オ
シ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
中

学
１
年
生
が
英
語
漬
け
合
宿
を

行
っ
た
。こ
の
英
語
合
宿
で
は
、

G
T

E
C

for
ST

U
D

E
N

T
S

中
高
一
貫
校
中
１
生
版
に
お
い

て
、
①
自
校
の
定
め
る
目
標
点

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
全

校
レ
ベ
ル
の
学
力
を
知
り
、
自

己
学
習
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
を
学
習
の
ね
ら
い
と
し

た
。合

宿
で
は
、
未
習
の
難
易
度

の
高
い
文
法
事
項
を
習
得
さ
せ

る
た
め
に
、
普
段
の
机
上
の
学

習
だ
け
で
は
な
く
、
頭
と
体
を

使
い
反
復
練
習
を
行
っ
た
。
夕

食
後
も
、
１
日
の
ま
と
め
テ
ス

ト
を
毎
回
行
い
、
夜
遅
く
ま
で

勉
強
に
励
ん
だ
。
最
終
的
に
は

３
泊
４
日
で
述
べ
16
時
間
も
の

英
語
授
業
を
行
っ
た
。

最
終
日
、
今
回
の
英
語
合
宿

で
習
っ
た
文
法
の
総
復
習
と
し

て
「
英
語
版
宝
探
し
ゲ
ー
ム
」

を
し
、
チ
ー
ム
対
抗
で
英
語
の

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
大
い
に
楽

し
み
な
が
ら
も
文
法
力
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。。

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
結
果
、「
聞
く

力
」
で
は
県
内
の
中
高
一
貫
校

で
第
２
位
、「
読
む
力
」
で
は

第
５
位
。
特
に
、「
聞
く
力
」

で
は
、
全
国
平
均
ス
コ
ア
83
・

１
に
対
し
、
本
校
は
88
・
３
と

大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
、

キ
ャ
ン
プ
で
の
学
習
成
果
が
反

映
さ
れ
た
。
今
後
も
生
徒
の
可

能
性
を
十
分
に
伸
ば
し
、
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
。

射
撃
部
は
、
『
全
国
制
覇
』

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
日
々
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
月
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ビ

ー
ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会
に
お

い
て
、
男
子
の
部
で
吉
澤
俊
く

ん
が
７
位
、
山
闢
一
輝
く
ん
が

８
位
入
賞
を
果
た
し
た
。
６
月

の
関
東
大
会
で
は
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
女
子
団
体
戦
準
優
勝
、

個
人
戦
で
阿
部
美
咲
さ
ん
が
準

優
勝
、
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
女
子

で
関
根
留
菜
さ
ん
が
６
位
に
入

賞
し
た
。
東
日
本
大
会
で
は
、

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
女
子
個
人
戦
で

阿
部
さ
ん
が
準
優
勝
、
エ
ア
ラ

イ
フ
ル
男
子
で
吉
澤
く
ん
が
４

位
に
入
賞
し
た
。

根
さ
ん
は
国
体
の
埼
玉
県
代
表

選
手
と
な
り
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
で
は
惜
し
く
も
あ
と
１
点

で
国
体
出
場
を
逃
し
た
も
の
の

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
９
月
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
５

人
が
出
場
し
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
女
子
で
阿
部
さ
ん
が
優
勝
、

２
連
覇
を
達
成
。
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
男
子
で
は
吉
澤
く
ん
が
３

位
入
賞
。
ま
た
、
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
女
子
で
、
現
在
中
央
大
学
で

目
標
で
あ
る
全
国
大
会
に
は

６
名
が
出
場
し
、
ビ
ー
ム
ラ
イ

フ
ル
女
子
団
体
戦
は
昨
年
に
続

き
３
位
入
賞
、
個
人
戦
で
は
阿

部
さ
ん
が
５
位
に
入
賞
し
た
。

８
月
の
全
関
東
選
手
権
大
会
で

は
、
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
男
子
で
吉

澤
く
ん
が
準
優
勝
、
ビ
ー
ム
ピ

ス
ト
ル
女
子
で
関
根
さ
ん
が
５

位
に
入
賞
し
た
。
１
年
生
の
関

活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
諏
訪

晶
子
さ
ん
が
優
勝
し
、
同
時
に

日
本
一
を
２
人
輩
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
阿
部
さ
ん

は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
カ
ッ
プ
も
受
賞
し
、

受
賞
し
た
９
月
８
日
は
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、

記
憶
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
。

今
後
も
全
国
制
覇
に
向
け
て
邁

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

出
場
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

４
年
連
続
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
で
あ
る
。

女
子
４
０
０
ｍ
・
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
の
串
田
遥
香
さ
ん
、

同
じ
く
女
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
の
野
口
香
音
さ
ん
、
女
子
走

高
跳
の
飯
田
夏
鈴
さ
ん
、
女
子

走
幅
跳
の
清
水
ち
は
る
さ
ん
、

そ
し
て
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
は
、
辻
本
星
菜
さ
ん
、

落
井
優
華
さ
ん
、
三
浦
海
友
さ

ん
、
星
美
生
さ
ん
、
女
子
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
は
、
野
口

香
音
さ
ん
、
落
井
優
華
さ
ん
、

三
浦
海
友
さ
ん
、
串
田
遥
香
さ

陸
上
競
技
部
は
、
７
月
28
日

か
ら
大
分
県
の
大
分
銀
行
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
に
７
種
目
で

ん
が
出
場
し
た
。
今
年
度
は
、

「
全
国
入
賞
」
を
目
標
に
日
々

研
鑚
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

今
大
会
に
向
け
て
、
選
手
一
人

ひ
と
り
が
部
訓
で
あ
る
凡
事
徹

底
を
胸
に
様
々
な
準
備
を
し
て

き
た
。

入
賞
の
期
待
が
か
か
っ
た
主

将
で
あ
る
串
田
さ
ん
の
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
は
予
選
を
見
事
突

破
し
準
決
勝
進
出
。
迎
え
た
準

決
勝
で
も
全
国
の
強
豪
相
手
に

自
分
の
力
を
発
揮
し
た
も
の

の
、
惜
し
く
も
決
勝
進
出
は
な

ら
な
か
っ
た
。
埼
玉
県
大
会
で

優
勝
を
果
た
し
た
女
子
の
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
は
予
選
を
突

破
し
、
準
決
勝
進
出
。
４
人
の

力
を
合
わ
せ
、
全
国
の
頂
点
を

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
監

督
に
就
任
し
５
年
目
。
昨
年
は

６
人
制
で
関
東
私
学
大
会
に
出

場
し
、
そ
し
て
今
年
は
２
年
ぶ

り
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
全
国
大

会
出
場
を
果
た
し
た
。

今
年
度
の
埼
玉
県
大
会
で

は
、
17
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
。
準
決
勝
で
は
２
年
生
の

武
石
咲
さ
ん
、
横
井
文
寧
さ
ん

ペ
ア
の
う
ち
、
武
石
さ
ん
が
軽

目
指
し
た
が
、
あ
と
一
歩
で
決

勝
進
出
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
種
目
で
も
選
手
は
力

を
発
揮
し
た
が
、
目
標
で
あ
る

全
国
入
賞
に
は
届
か
な
か
っ

た
。今

大
会
を
通
し
て
、
全
国
の

い
熱
中
症
に
か
か
り
つ
つ
も
強

い
意
志
で
試
合
に
臨
ん
だ
経
緯

が
優
勝
に
結
び
つ
い
た
。

全
国
大
会
の
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ

プ
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
は
愛

媛
県
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
代

表
選
手
に
選
出
さ
れ
て
い
る
高

校
生
も
出
場
す
る
中
、
本
校
ペ

ア
は
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
む
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
経
験
を

ビ
ー
チ
・
６
人
制
共
に
活
か

し
、
全
国
を
目
標
に
掲
げ
活
動

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

生
徒
に
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
フ

ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
、
そ
し
て
五

つ
の
建
学
の
精
神
を
基
礎
と
し

て
、
叱
ら
れ
る
こ
と
の
大
切
さ

が
わ
か
る
選
手
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。「
叱
る
」
こ

９
月
14
日
貍
・
15
日
豸
の
両

日
、
中
学
校
高
等
学
校
の
第
16

回
「
五
峯
祭
」
が
挙
行
さ
れ

た
。
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
二

日
目
は
開
催
時
間
を
短
縮
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
が
、
多
く
の

来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。今

年
は
「N

ext
50

years

〜
僕
ら
の
未
来
〜
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
学
院
創
立
50
周
年
を

記
念
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を

全
校
挙
げ
て
作
製
し
正
面
玄
関

前
に
飾
る
な
ど
、
生
徒
の
意
気

込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
ま

頂
点
が
確
実
に
近
づ
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。
一
方
で
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
悔
し
さ
が
あ
り
、
来
年

こ
そ
は
全
国
の
頂
点
を
目
指
せ

る
よ
う
チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
、
「
ユ
ニ
ク
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
し
て
地
域
の
方
々

に
も
古
着
の
提
供
を
呼
び
か

け
、
数
多
く
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

本
校
の
五
峯
祭
は
開
学
以

来
、
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

す
る
場
で
あ
る
。
最
優
秀
賞
に

は
３
年
Ａ
組
「
バ
ス
ソ
ル
ト
作

り
」
が
選
ば
れ
、
さ
す
が
最
上

級
学
年
と
思
わ
せ
る
内
容
で
あ

っ
た
。

と
「
涼
」
を
提
供
し
た
。

調
理
師
専
攻
の
模
擬
店
は
毎

年
人
気
の
出
し
物
の
一
つ
で
、

き
び
き
び
し
た
動
き
は
小
気
味

よ
く
、
保
護
者
会
か
ら
は
、
リ

ー
ス
の
手
作
り
体
験
や
バ
ザ
ー

が
催
さ
れ
大
好
評
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
伊
奈
町
備
前
太
鼓
は
、

天
候
の
影
響
で
体
育
館
で
の
公

演
と
な
っ
た
が
、
例
年
通
り
花

を
添
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

来
年
も
こ
の
良
き
伝
統
を
引

き
継
ぎ
、
更
に
充
実
・
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
在
校
生
諸
君
に

期
待
す
る
。

例
の
射
撃
体
験
を
行
い
、
サ
ッ

カ
ー
部
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
招
待
試
合
を
実
施
。
吹
奏

楽
部
は
本
格
的
な
演
奏
で
観
客

を
魅
了
し
た
。
調
理
研
究
同
好

会
の
氷
彫
刻
は
、
今
年
も
「
美
」

今
年
４
月
に
開
校
し
た
中
学

校
も
初
参
加
し
、
英
語
ス
ピ
ー

チ
や
合
唱
を
披
露
す
る
な
ど
精

力
的
に
活
動
す
る
姿
が
み
ら
れ

た
。部

活
動
で
は
、
射
撃
部
が
恒

高　　校

校
（
鳳
山
高
級
中
学
・
豊
原
高

級
中
学
）
か
ら
の
修
学
旅
行
を

受
け
入
れ
た
。
両
校
と
も
に
教

員
・
生
徒
約
40
名
が
来
校
し
、

授
業
体
験
や
敦
照
殿
で
の
お
茶

会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
交

流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
今
年
は
留
学
生
を
複

本
校
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
加
盟
し
て
お
り
、
国
際
理
解

教
育
と
環
境
教
育
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

柱
と
し
て
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

国
際
理
解
教
育
で
は
、
今
年

の
４
月
と
５
月
に
埼
玉
県
の
事

業
に
よ
る
台
湾
の
国
立
高
等
学

と
と
「
褒
め
る
」
事
は
同
義
語

と
思
っ
て
お
り
、
こ
の
考
え
が

浸
透
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

監
督
と
い
う
言
葉
は
英
語
で

「
コ
ー
チ
」、
そ
の
語
源
は
「
幌

馬
車
」
、
人
間
を
目
的
の
場
所

に
届
け
る
と
い
う
も
の
だ
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
更
な
る
高
み

に
届
く
チ
ー
ム
作
り
を
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

数
名
受
け
入
れ
、
４
月
か
ら
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

９
月
か
ら
は
ド
イ
ツ
よ
り
各
１

名
が
学
習
し
て
い
る
。
留
学
生

と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
は
生
徒
に
と
っ
て
は
語
学
へ

の
学
習
意
欲
向
上
の
み
な
ら
ず

価
値
観
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
今
後
も
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
。

環
境
教
育
で
は
、
今
年
は
新

た
に
ユ
ニ
ク
ロ
が
主
催
す
る

「
服
の
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
地
域
と
の
関
係
を
深

め
て
い
る
。
こ
れ
は
古
着
を
集

め
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け
る
と

い
う
事
業
で
、
６
月
に
ユ
ニ
ク

ロ
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
義
を

受
け
た
。
そ
の
後
、
伊
奈
町
内

回
覧
板
に
て
回
収
を
呼
び
掛
け

た
結
果
、
五
峯
祭
で
は
お
よ
そ

１
４
０
０
着
を
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
中
に
は
２
０
０
着

以
上
を
持
参
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
も
お
り
「
ぜ
ひ
来
年
も
回
収

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
伺

っ
て
い
る
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、

９
月
26
日
現
在
、
累
計
41
万
９

４
５
０
個
（
ワ
ク
チ
ン
５
０

２
・
０
人
分
）に
達
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

回
収
を
呼
び
掛
け
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
環
境
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

射撃部

陸上
競技部

熱い夏季合宿in熊谷

英語漬け合宿in那須

高
校
進
学
合
宿

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
学
力
向
上

陸　上
競技部

４
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

顧
問

兒
玉
　
隆
弘

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
活
躍

顧
問

藤
本
　
泰
宏

女子バ
レーボ
ール部

日
本
一
を
輩
出
、
二
連
覇
達
成

顧
問

谷
　
理
沙

射撃部

学
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立
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ユ
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中
学
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高
等
学
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で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
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発
展
教
育
）

海
外
研
修
、
語
学
研
修
、

国
内
研
修
を
実
施

海外
研究

第
16
回

五
峯
祭

洞窟探検中

頭
と
体
を
使
い
反
復
練
習

中
学
校
英
語

キ
ャ
ン
プ
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